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地理学における日記調査に関するノート
ー移動生活者の場所感覚に焦点を当てた調査のデザインと実践ー

東京大学人文地理学研究　24　19-43　2022
オンライン先行公開　

住吉康大（東京大学大学院生）

本稿では，筆者が現在進めている移動生活者の場所感覚に焦点を当てた研究において採用した日記調査，
特に「応答型日記」（solicited diaries）を用いた調査の地理学における利用について国内外の研究をレビュー
するとともに，進行中の調査の設計から分析までの過程を詳述し，可能性と課題を示す．

日記を用いた調査は，回答者が看過する可能性がある習慣化した行動を捕捉したり，居場所を問わず複数
の人を同時に対象として調査したりできる利点を有する．また，経時的に記録を残すことができるため，記
憶に基づく発言等に比べて正確性を担保しやすい．さらに，調査者が参加者へと記入を働きかける応答型日
記の場合，参加者自身が調査者の研究関心を一部共有し，内省的に記録を残すことができるため，個人の思
考や感情などを探究するのに適している．

英語圏の地理学においてこれらのメリットを活用した研究が蓄積される一方，日本の地理学においては，
既に書かれた史料としての日記を分析する研究が中心で，質的調査法の中では限定的な利用にとどまってい
る．これは，回答者の負担が大きいために持続可能性が低いこと，記入内容の多様性が大きく，収集したデー
タの分析に適切な手法が確立されていないことが主な原因であると考えられる．
　キーワード：日記，応答型日記，質的調査，場所感覚，多拠点生活

Ⅰ 　 は じ め に

近年，日本では「アドレスホッパー」や「多拠点

生活」などと呼ばれる，複数の拠点を移動しながら

生活する人々やその暮らし方が注目を集めている 1）．

このように生活拠点を一つに限定せず移動しながら

暮らす生活（以後本稿では「移動生活」と称する）は，

第 4 次全国総合開発計画（国土庁 1987）で提唱さ

れた「マルチハビテーション」以後，様々に呼称を

変えながら，地域間格差是正に寄与する人口流動策

として政策の中で断続的に議論されてきたし，海外

を中長期的に転々と旅行するバックパッキングのよ

うな観光行動（大野 2007）や，明治期から行われ

ている別荘暮らし（佐藤・澁谷 2015），さらには

ライフスタイル移住（Benson and O’Reilly 2009）

とも類似した特徴を持つものであり，近年になって

突然発生した現象ではない．一方，今日的な特徴と

しては，情報通信技術の発達や LCC に代表される

安価な交通手段の普及，そして新型コロナウイルス

感染症（COVID-19）の流行に伴うテレワークの普

及（国土交通省 2020）という労働環境の変化が加

わったことで，より広く実現可能になったことが指

摘できる．実際，特集として多拠点居住を扱う雑誌

（第一プログレス 2020）や「複住」を冠する雑誌（英

和出版社 2020），家を持たずに移動しながら暮ら

す体験談（よしかわ 2019）が刊行されたり，定額

制で全国各地の宿泊施設を利用できるサービスが複

数開始されたりするなど，門戸が広がっている．

では，このような潮流は，現在一般的である定住

や職住分離といった特徴を覆し，社会全体を変革す

るような影響力を持ちうるのだろうか．移動生活を

実践する人々は，流動の中に住まい，地理的な位置

に捕らわれない暮らし方を続けるのだろうか．

これらの問いに対して，「場所感覚」に焦点を当

てることが重要であると考えられる．過去，場所は

一貫して固定的な存在であり，人間の活動や記憶，

経験を通して作り上げられ，アイデンティティの安

定や一貫性を保持する根拠となりうるものと考えら
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れてきた．しかし，人・物・情報などあらゆる事物

の流動性が高まる現代社会において，場所もまた流

動的で，絶えず変化する存在であると捉えられるよ

うになっている．

このような社会において，移動生活者は固定的な

場所を自らの行動で作り変えようとし続ける特徴的

な存在であると言えよう．したがって，彼ら／彼女

らがどのように場所を認識しているのか，そして彼

ら／彼女ら自身のアイデンティティや思考と場所と

の間に結ばれる関係を探ることが，ひいては居住形

態の選択の根拠を明らかにし，現代社会における場

所と人間の関係について経験的な例に基づいて論じ

る端緒となる．

移動生活を扱う日本国内の先行研究では，多拠点

生活者と地域住民の関係を取り持つ結節点として宿

泊施設の機能を検討した石井ほか（2022）や，多

拠点生活者の移動パターンについてインタビューで

集めたデータを基に分類した前田ほか（2022）など，

少数に限られており，個人に密着し，移動の経験や

複数の場所との関係による相互影響を考察するよう

な研究は行われていない．一方，海外では，オース

トラリアにおけるバックパッカーを対象とした調査

を通じて Tuan（1974）の提唱した Topophilia（場

所愛）に代わる Tropophilia（移動愛）と称するべ

き新しい場所と人の関係性が生み出されていると主

張する Anderson and Erskine（2014）や，スペイ

ンのカナリア島に移住もしくは季節滞在するルーマ

ニア人を対象に，移動を通じて独自の場所感覚を発

達させているとして floating sense of place という

概念を提唱する Marcu（2021）など，意欲的な試

みを含む研究が行われるようになっている．

しかし，これらの研究で用いられている手法は

いずれも，深層的なインタビューと，部分的な参与

観察のみである．インタビューの場合，一時点から

振り返って過去の経験や感情が語られるため，回答

者による解釈や意味づけが付加されている可能性が

ある．参与観察を導入した Anderson and Erskine

（2014）の場合でも，旅行者と同じように研究者自

らが継続的に旅行して記録を残しているものの，イ

ンフォーマントの探索を目的に旅をしている側面が

強く，研究者自身の場所感覚に関しては十分に考察

されていない．

移動する人々を対象とした調査手法に関して，

国際的な移民研究に注目して，移動との関係性の

中で場所や場所感覚を問い直す重要性を主張する

Mendoza and Morén-Alegret（2012）は，先行研

究の調査手法をレビューし，質的調査においては半

構造化インタビューが，量的調査においては場所感

覚を複数の次元に分割し，尺度を設定して問うアン

ケートが，それぞれ主要な手法であることを明らか

にしている．一方，これらの手法の欠点として，移

動行動そのものと，移動前後に形成される一連の流

れ（フロー）を捉えることの困難さと，場所を閉じ

られたものとする前提に立つ傾向にあることを指摘

し，新しいモバイルメソッド（被験者と一緒に徒歩

で移動しながらインタビューを行った Evans and 

Jones（2011）など）を含め，多様なデータを複合

して分析に取り組むべきだと主張している．このよ

うに，移動の途上における場所感覚は研究の主題と

しての存在感を高めている一方で，適した調査手法

についての検討は依然として継続中である．

以上のような背景を踏まえ，本研究では，移動

しながら暮らす人々を複数同時に追跡し，各時点に

おける行動や感情を記録するために，研究参加者に

一定期間日記をつけてもらう手法を導入することと

した．このように調査者からの働きかけによって書

かれた日記は，「応答型日記（solicited diaries）」2）

（Filep et al. 2018）と分類され，社会科学分野に

おいて利用が広がっているが，日本の地理学分野に

おいては，応答型日記に基づく研究は管見の限り非

常に希薄である．そこで本稿では，国内・海外にお

ける日記を用いた地理学の先行研究をレビューする
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とともに，教科書的な著作における規範的な説明を

紹介したうえで，実際の調査を設計し実施・分析す

るまでの詳細な経緯を記録する．

以下，Ⅱでは，国内と海外の地理学における日記

調査を用いた研究をレビューする．Ⅲでは，筆者が

現在実施している調査を事例に，設計と実施に至る

経緯や，実際の状況を詳述する．Ⅳでは，収集した

データを一部示しながら，日記調査特有の利点と課

題についてまとめる．Ⅴでは，全体の総括を踏まえ

て，今後の研究に向けた展望を述べる．

Ⅱ　先行研究における日記調査の利用

１．日本の人文地理学における日記調査

成瀬ほか（2007）が論じたように，日本の地理

学において言語資料を分析する研究は増加傾向にあ

る．しかし，同論文で言語資料を分析した研究とし

て紹介された 53 本の論文の中で，日記が扱われて

いるものは存在しない 3）．

表１は，成瀬ほか（2007）が対象としたものと

同じく「日本の地理学主要学会誌」（同 : 568）で

ある『地理学評論』『人文地理』『地理科学』『地学

雑誌』『歴史地理学』の 5 誌を対象として，「日記」

または「日誌」または「diary」を含む論文を検索し，

抽出された書誌情報を一覧表としてまとめたもので

ある．

これを見ると，柴（1994），岡本（1995），片岡

（2014）の 3 本と，調査報告である横山（1893），

篠本（1895），天外（1902），井上（1902），志保

井（1953）の 5 本を除き，ほぼすべてが史料とし

て過去に書かれた日記を分析対象としている．前者

の 3 本はいずれも日常生活における行動を時間軸

に合わせて詳細に記録する活動日誌をつけてもらう

ことにより，日常生活の時空間的な展開や都市構造

（柴 1994），都市のデイリー・リズムと個人の行動

による相互作用（岡本 1995），エスニック集団の

成員が持つ特徴や課題（片岡 2014）などそれぞれ

の関心事項に取り組む研究である．このような調査

法では，回答者による自由な記述や解釈の余地がな

く，事実に即した緻密な記録を求めている．このよ

うな調査法は，日記の中でも特に記録日記（Diary-

Logs）（Latham 2016: 160）に属するものであり，

どちらかと言えば定量的な分析に適した手法であ

る．したがって，本研究の主題である場所感覚など，

質的な情報を重視する研究で用いられる日記とは性

質が異なる．

また，史料として日記を利用する研究では，過去

の気候についての再現を目的とした自然地理学的な

研究も含まれ，こちらも定量的な分析を主としてい

る．日記の内容を質的に検討する研究の大半は歴史

地理学的な研究であり，目的に応じて新たに書いて

もらった日記を分析する研究は表 1 中には存在し

ない．

学会誌に投稿された論文以外では，管見の限り滝

波（2005）による「風景日記」の研究が応答型日

記を用いた質的な研究の代表例として挙げられる．

同研究は，高知県在住の 6 名の女性に対して１年間，

何らかの風景が印象に残った日に限って，文章とし

て風景を記録する「風景日記」をつけてもらうこと

を依頼し，使用される語彙の頻度や，記述された内

容と時期から判断される季節性，そして記憶やアイ

デンティティとの関連などを，豊富な直接引用と綿

密な分析から描き出している．

このように，自由記述を含んだ応答型日記を活用

した研究が普及しない背景には，単純な活動記録に

留まらず，主観的な情報が記載された日記を分析す

る場合，実際の記述の引用などで膨大な紙幅を要す

るため学術雑誌への投稿が難しいことや，収集した

情報の分析手法が確立されていないこと，先行研究

が少ないために方法としての可能性が十分に認識さ

れていないことが影響していると考えられる．

次節では，英語圏地理学で地理学の一手法とし

て事典や教科書的な著作に掲載されている日記調査



―　22　―

著者名 論文名 雑誌名 年 巻 号 ページ
片上 広子 近世における石狩地域の動態 人文地理 1993 45 6 603-617
天野 太郎 大坂石山本願寺寺内町プランの復原に関する研究 人文地理 1996 48 2 128-147
谷崎 友紀 旅人の属性にみる名所見物の特徴 : 武蔵国から京都への旅日記を事例として 人文地理 2017 69 2 213-228

竹内 祥一朗 貝原益軒による藩撰地誌の編纂と地理的知識の形成 人文地理 2020 72 1 1-20
原 遼平 明治後期の資産家層が見た瀬戸内海の風景 : 明治 34 年西日本旅行を事例に 人文地理 2022 74 1 27-45

横山 又次郎 秩父地質巡檢旅行日誌 地学雑誌 1893 5 4 157-164
横山 又次郎 秩父地質巡檢旅行日誌 地学雑誌 1893 5 2 51-58
横山 又次郎 秩父地質巡檢旅行日誌 地学雑誌 1893 5 3 101-107
篠本 二郎 熊本縣下球磨郡地方旅行日誌 地学雑誌 1895 7 8 446-450
篠本 二郎 熊本縣下球磨郡地方旅行日誌 地学雑誌 1895 7 7 388-391
天外 生 南鳥島航海日記 地学雑誌 1902 14 10 683-690

井上 禧之助 臺灣の地質調査 地学雑誌 1902 14 7 448-458
志保井 利夫 イランの旅の日記から 地学雑誌 1953 62 2 84-94
三上 岳彦 特集 日本の小氷期 日記天候記録から推定した小氷期後半の夏期気温変動 地学雑誌 1993 102 2 144-151
福岡 義隆 特集 日本の小氷期 古日記による小氷期の気候復元に関する年輪気候学的研究 地学雑誌 1993 102 2 119-124
榎本 隆充 榎本武揚の流星刀製作と「流星刀記事」/ シベリア横断旅行と『シベリア日記』 地学雑誌 2003 112 3 453-457
福眞 吉美 「弘前藩庁日記」のデータベース化とその意義 地学雑誌 2018 127 4 565-568
谷岡 能史 因府年表の天候記録に関する一考察 地学雑誌 2018 127 4 553-564

平野 淳平・三上 岳彦
・財城 真寿美・仁科 淳司 

ヘボンの気象観測記録からみた横浜における 1863-1869 年の降水量変動 地学雑誌 2018 127 4 531-541

市野 美夏・三上 岳彦
・増田 耕一

日記天候記録から推定した日本における 19 世紀前半の日射量変動 地学雑誌 2018 127 4 543-552

GROSSMAN Michael J.
・財城 真寿美・三上 岳彦

・MOCK Cary
1877 年に日本に影響をおよぼした台風の復元 地学雑誌 2018 127 4 457-470

鈴木 純子 伊能忠敬の測量事業にともなった学術的交流 地学雑誌 2020 129 2 161-179
柴 彦威 中国都市住民の日常生活における活動空間：蘭州市を例として 地理科学 1994 49 1 1-24

三上 岳彦 気候変動と飢饉の歴史：天明の飢饉と気候の関わり 地理科学 2012 67 3 121-128
千葉 徳爾 猪・鹿の捕獲量の地理的意義―近世岡山藩の場合― 地理学評論 1963 36 8 464-480
杉浦 芳夫 地域体系との関連でみた江戸明和期の “ 御蔭参り ” の空間的拡散 地理学評論 1978 51 8 621-642

有薗 正一郎 19 世紀中頃の農事記録にみる南九州の土地利用方式 地理学評論 1985 58 12 789-806
村田 昌彦・吉野  正敏 日本における梅雨季の降水量変動の復元 地理学評論 1988 61 8 643-656

小笠原 洋子 1830 年代および 1840 年代の江戸における夏季の降水状況の推定 地理学評論 1990 63 9 593-605
束村 康文 19 世紀前半にみられた東アジアにおける夏季の寒帯前線帯の南偏 地理学評論 1990 63 9 577-592
束村 康文 19 世紀前半における日本の自然季節の長短と季節進行 地理学評論 1992 65 8 619-634
岡本 耕平 大都市圏郊外住民の日常活動と都市のデイリー・リズム 地理学評論 1995 68 1 1-26

小笠原 洋子・野口 佳一
ファジイ線形回帰式を導入した古日記の降雪日数による気温推定―京都におけ

る 1・2 月の月平均気温の復元―
地理学評論 2000 73 5 459-467

平野 淳平・大羽 辰矢・森島 
済・財城 真寿美・三上 岳彦

山形県川西町における古日記天候記録にもとづく 1830 年代以降の 7 月の気温
変動復元

地理学評論Ａ 2013 86 5 451-464

片岡 博美
ブラジル人は「顔の見えない」存在なのか？―2000 年以降における滞日ブラ

ジル人の生活活動の分析から―
地理学評論Ａ 2014 87 5 367-385

平野 淳平・三上 岳彦
・財城 真寿美

広島の古日記天候記録による 1779 年以降の夏季気温の復元 地理学評論Ａ 2018 91 4 311-327

村田 昌彦 日本における梅雨季の長期変動について 地理学評論Ｂ 1987 60 2 179-194
三上 岳彦 天候記録にもとつく歴史時代の気候復元 地理学評論Ｂ 1988 61 1 14-22
安藤 哲郎 平安貴族における「京」の認識：日記の検討を通して 歴史地理学 2011 53 2 1-24

渡邉 英明
日記史料に現れる近世後期農村住人の定期市利用：武州多摩郡中藤村の指田藤

詮を中心に
歴史地理学 2013 55 4 1-17

青野 靖之 京都の桜満開日記録による歴史時代の気候復元 歴史地理学 2013 55 5 48-52
平野 淳平・三上 岳彦

・財城 真寿美
古日記天候記録による 19 世紀以降の気候復元 歴史地理学 2013 55 5 39-47

吉村 稔 古日記天候記録のデータベース化とその意義 歴史地理学 2013 55 5 53-68
佐伯 安一 近世中期における庶民の伊勢・京参り：越中砺波郡矢木村宗四郎を事例として 歴史地理学 2014 56 1 50-59
西海 賢二 霊山登拝の旅日記に人生儀礼を読む：富士山を中心にして 歴史地理学 2015 57 1 14-24
安藤 哲郎 平安貴族における「京」と「洛」 歴史地理学 2016 58 5 19-38
谷崎 友紀 近世初期の歌枕を中心とした京都見物：石田常軒『所歴日記』を事例として 歴史地理学 2018 60 3 1-17

日本の地理学主要雑誌における日記を利用した論文一覧表１

成瀬ほか（2007）を参考に筆者作成．
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についての解説をまとめる．続いて，自由度の高い

記述が可能な応答型日記を用いた英語圏地理学にお

ける研究成果をレビューし，実際の活用の在り方や，

調査法としての到達点と課題を明らかにする．

２．英語圏地理学における応答型日記

１）日記調査の概説と批判的検討の現状

本 項 で は，Latham（2016） と Meth（2009，

2020）における日記調査の概説をレビューし，英

語圏地理学で用いられている調査手法としての日記

に関する規範的な内容についてまとめる．

Latham（2016） は， 地 理 学 に お け る 調 査 手

法 を ま と め た 教 科 書 的 著 作 で あ る Clifford et 

al.（2016）中の一章にあたる．著者の Latham は，

地理学の文化的な方向への理論的転回と経験的な研

究とのずれを問題視し，パフォーマンスを重視して

地理学の地平を広げる方法論を模索する中で，日

記を通じて日常の何気ない実践を分析した Latham

（2003）をはじめ，地理学での日記調査を理論的に

も経験的にも先導してきた．

Latham（2016）はまず，個人の日々の生活のリ

ズムや構造，社会的な実践の頻度，他の出来事との

関係等を理解しようとする研究で日記調査が有用だ

と述べ，インタビュー調査やアンケート，参与観察

などと比較した利点を以下の 8 点にまとめた．

①習慣化した行動の記録も残せる．

②即時性が高い記録のため，詳細で信頼性が高い．

③参加者が調査者の代理としての役割を果たす．

④参加者が実践や出来事に対して自覚的になる．

⑤参加者が出来事や活動の広い意味を考え，自ら

の人生をシステム的かつ持続的に振り返る．

⑥調査者の想定しない事項が提起されることが

ある．

⑦個人的な問題を説明し考える機会をもたらす．

⑧参加者の示す理論や説明が調査者の助けになる．

このうち，④以降の利点については，特に日本の

地理学では調査のために設計された日記を用いる研

究が少ないこともあり，十分考慮されてこなかった．

しかし，参加者が調査目的を理解し内省を通じて残

した定性的な情報は貴重である．場所感覚に接近す

る本研究では，個々の実践や事物との関係性が重要

な意味を持つため，④以降の利点が特に発揮される

と考えられる．

次に，Latham は手法を表２のように分類し，利

点や課題を示している．

Latham（2016）で紹介されている日記調
査の様々な手法

表２

Latham（2016）から筆者作成．

名称 内容 利点 課題

記録日記
Diary-Logs

特定の活動に
ついて可能な
限 り 正 確 に，
定められた通
り詳細に書き
記す

信頼性の高い
量的なデータ
を得られる

日記をつける
人による解釈
の余地がない

手記的日記
Written
Diaries

記録の内容に
関する規定の
度合いは多様
だが，書き手
が比較的自由
に書いてよい
もの

調査者・回答
者ともに自由
度が高い

回答者による
差異が激しい

写真日記
Photographic

Diaries

使い捨てカメ
ラを回答者に
渡して写真を
通じて人生の
要素を説明し
てもらう

回答者の識字
能 力 を 問 わ
ず，簡単に収
集できる

単体では難し
く，実際には
文字の日記と
併用される

映像日記
Video Diary

1 日の出来事
をカメラの前
で話す動画を
撮 る か，1 日
の重要な出来
事自体を動画
として記録す
る

時間的な広が
りや動きを記
録できる

負 担 が 大 き
く，費用や機
器の操作能力
の問題も生じ
る

日記 -
インタビュー
Diary, Diary
Interview

日記を書いて
もらったうえ
で， そ れ に
基づいて深層
的 な イ ン タ
ビューを行う

曖昧な点を確
認し付加情報
を得られる

（ 特 に 言 及 な
し）
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筆者が行う研究では，参加者の情緒的な記述も

得られるよう，自由度を持たせた手記的日記の手法

を採用し，調査期間外の経験についてインタビュー

も複合することで補足的な情報を収集する．この際，

調査設計にあたっては，Latham が以下の 6 点にま

とめた注意事項にも配慮した．

①日記で集める情報の取捨選択を慎重に行う．

②参加者の募集と採用プロセスを十分検討する．

③参加者の言語能力や社会的地位に応じて対応

する．

④書く内容の説明会を開き，書類も添付する．

⑤記録に必要な物品は提供する．

⑥日記を簡単に返送する手順を考える．

本研究では協力主体との関係によって②の募集・

採用プロセスの部分に制約が加わったため，全事項

に対応することはできなかった．得られたデータの

解釈では，この点について説明し，影響を意識した

考察が必要である．一方，得られた情報の処理に

ついて Latham は以下のような限定的な言及にとど

まっている．

記録日記（Diary-Logs）のように記入事項を詳

細に規定した日記の場合は，量的なデータとして分

析することを推奨し，自由度の高い日記は，インタ

ビューなどの質的データと同様に対応できるとし

て，NVivo や Ethnograph などの質的研究ソフト

ウェアの利用を提案している．ただし，記述の内容

や質が幅広い事に注意し，短い記述を軽視したり，

多弁で協力的な者の記録だけに気を取られたりしな

いように十分な準備と検討が必要である．そして，

得られた記述を説明して示す段階が最も困難であ

り，単純な方法は存在せず，分析の方法については

様々な戦略を検討する必要があるという．

この「様々な戦略」の部分が研究者の創意工夫にゆだ

ねられていることは，質的調査の中でも特に日記調査が

広く採用されない原因の一つであると考えられる．

最後に，Lathamは十分に注意を払っても回避で

きない日記調査の限界を以下の3点にまとめている．

①負担が大きく，協力を断られることもある．

②書き手の個人的な能力や状況に大きく左右さ

れる． 

③日記の質や深さに大きなばらつきがあるが，不

十分な記述にも等しく目を向けることが重要

である．

本研究の調査設計に当たっては，①に対応するた

め企業と協力してインセンティブを設定した．②と

③については，調査の中で実際に大きな障壁となっ

たため，インタビューなど他の手法も組み合わせる

ことで可能な限り多くの情報を得るための対策を講

じている．

次に，人文地理学分野の事典である International 

Encyclopedia of Human Geography（1st ed. Kitchin and 

Thrift 2009），およびその第 2 版である Kobayashi

（2020）の両方における日記の項を概観する．両方

の版で執筆を担当している Meth は，南アフリカに

おいて暴力の被害を経験した女性への調査に日記を

用い，地理学的な調査手法として，さらにはフェミ

ニスト的な観点からエンパワメントに資する手法と

して，応答型日記の可能性を提起するなど（Meth 

2003），Latham とは異なる観点で日記を活用した

研究を続けている．

表３は，第 1 版と第 2 版それぞれでの章節構成

と内容をまとめたものである．内容の順序は大幅に

入れ替わっているが，各節ごとの内容は第 1 版の

ものを第 2 版にそのまま引き継いでいる部分が大

半を占める．灰色に網掛けされている節は，ほぼ全

ての記述が両方で共通していた．したがって，本項

では，第 2 版に沿って，新たに追加された内容を

重視しながら概説する．
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まず導入部では，交通やモビリティ，水資源管理，

健康や食事習慣，日常生活など多様な研究で日記が

活用できるとし，非応答型と応答型に分けて解説を

始める．研究の具体例が第 2 版では増補されてい

ることから，日記を利用した研究の広がりが伺える．

非応答型日記は，いわゆる史料のように，調査者

からの依頼に基づかずに書き記されたものを指す．

フェミニスト地理学の観点から女性の旅行者や探検

家の声を地理学に導入できるという利点を述べた上

で，第 2 版では，オンライン上に残された記録の

活用にも言及している．さらに，史料として保存さ

れている日記は閲覧や利用が難しく，個人的な目的

で書かれているために倫理的な問題があることを挙

げ，他の文書や統計などとのトライアンギュレー

ションを推奨する旨が追記されている．次に，応答

型日記は調査者の関心に沿った内容が記録されるも

ので，日記の書き手は調査者の主観性も一部内包す

ると指摘する．第2版ではさらに，「分析されるもの」

International Encyclopedia of Human Geography の日記に関する既述の変遷表３

網掛け部分は記述の大半が双方で共通している．
Meth （2009，2020）から筆者作成．

Meth（2009） Meth（2020）

表題
日記（映像，音声または記述）

Diaries（Video, Audio or Written）
日記，手書き，オンライン，音声．または映像
Diaries, Handwritten, Online, Audio, or Video

章
節
構
成

用語解説 Glossary
はじめに Introduction
著作物優勢の状況と「オルタナティブな手法」の出現 
The Dominance of Written Contributions and 
the Rise of 'Alternative Techniques'

映像日記 Video Diaries

音声日記 Audio Diaries

写真 Photography

絵日記 Illustration-Based Diaries

ブログに基づく日記 Blog-Based Diaries

異なる手法の使用で生じる問題
Issues Arising Out of Using Different 
Techniques
応答型か非応答型か？重要な区分
Solicited or Unsolicited? A Crucial Distinction

非応答型日記 Unsolicited Diaries

応答型日記 Solicited Diaries

応答型日記の形式 Forms of Solicited Diaries

調査者による日記 Researcher Diary Keeping

日記を書くことの政治性―エンパワーメントへの潜在
能力？ 
The Politics of Diary Keeping―The Potential 
for Empowerment?
日記を書くことと他の方法論的なアプローチの複合 
Combining Diary Writing with Other 
Methodological Approaches
解釈と分析 Interpretation and Analysis

（はじめに）※表題なしの序文
Solicited or Unsolicited? A Crucial Distinction

Unsolicited Diaries

Solicited Diaries

Forms of Solicited Diaries

Researcher Diary Keeping

手書きを越えて：「日記を書く他の手法」
Beyond Handwriting: "Alternative Techniques 
of Diary Keeping"

Video Diaries

Audio Diaries

写真日記 Photographic Diaries

Illustration-Based Diaries

オンライン日記 Online Diaries

Issues Arising Out of Using Different 
Techniques

The Politics of Diary Keeping―The Potential 
for Empowerment?

Combining Diary Writing With Other 
Methodological Approaches

Interpretation and Analysis
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名称 内容 利点 課題

映像日記
Video Diary

特定の部屋等
での行動を録
画，または参
加者の私物や
調査者から提
供した媒体で
動画を記録

特定の部屋等
で実施すると
状況を設定で
きる．参加者
が楽しみなが
ら記録できる

映像に記録さ
れていない部
分のデータを
得られない

音声日記
Audio
Diaries

記録媒体を持
ち運ぶ，また
は特定の場所
で記録

匿名性を確保
しやすく，識
字能力の問題
を克服できる

考えを口に出
すことに不快
感を覚える人
が い る ほ か，
文字起こしの
負担やアクセ
ント・方言の
理解が障壁

写真日記
Photographic

Diaries

文字の日記と
組 み 合 わ せ，
場所の特性や
物質性などの
重要性を研究
するのに適す
る

調査者が入れ
ない空間の視
角情報を得ら
れる

後日説明の機
会が必要．日
記であるかど
うかについて
は議論の余地
がある

絵日記
Illustration-

Based
Diaries

社会地理学や
文 化 地 理 学，
特に子どもの
発達に焦点を
当てた地理学
で利用

子どもを対象
とする研究の
場合，出来事
や場所につい
ての説明を助
ける

文脈について
の理解を欠く
と，過剰に解
釈して他の可
能性を排除す
る危険性があ
る

オンライン
日記

Online
Diaries

ブログなど公
開されたもの
だ け で な く，
アプリ等の発
達で利便性と
機密性が向上
している

幅広く参加者
を募ることが
でき，文字起
こしの手間も
省ける

機能的な制約
や，どこまで
を日記とする
かという定義
の問題もある

として書かれることを考慮する必要性と，個人的で

機密性の高い情報が含まれるため，匿名性を確保す

る重要性について言及が加わっている．

続いて，応答型日記の種類が解説される．時系列

的に構造化され事実に即した正確な情報を得やすい

量的な形態と，自由記述を中心として個人的な感情

や経験を記録できる質的な形態に分けた上で，第 3

の形態として調査者自身がつける日記についても紹

介している．研究活動や感情を記録することによっ

て，方法論的な実践や研究全体の主張に対して重要

な示唆を得られる可能性があるという．

これら応答型日記の利点には，①一時点での見

方ではなく通時的なデータを捉えることができるこ

と，②記憶に頼る振り返り型の手法よりも記録の正

確性という点で優位性があること，の 2 つを挙げ

ている．

次に，書く以外の日記について表４に示したよう

にそれぞれの特徴と課題がまとめられている．

ほとんどの内容が第 1 版と共通しているが，第

2 版で新たにオンライン日記（Online Diaries）の

節が設けられた．第 1 版ではブログに基づく日記

（Blog-Based Diaries）というタイトルで，個人の

ブログに短く言及しているのみであったが，媒体の

多様化に対応して大幅に解説が増加している．

その後，Meth 自身の研究の特徴である日記調査

を介したエンパワメントの可能性が 2 点まとめら

れる．第１は，トラウマや罪悪感を伴う経験を他者

と共有することで負荷の大きな記憶から解放される

可能性があること，第２は，参加者が自らの活動を

見直し，認識以上にうまく対応していることに気づ

けることであり，それぞれフェミニスト地理学の成

果を例に説明している．一方で，日記の利用が参加

者に前向きな影響を与えることもあれば，反対にス

トレスや後ろ向きな影響を与えることもあることに

は留意が必要である．

続けて，インタビューや GIS など様々な手法と

組み合わせて日記の記述についての理解を深めるこ

とができるが，参加者が時間を費やすことに注意し，

場合によっては報酬の検討も必要であるとする．

最後に，解釈と分析については「しばしば見落と

されている」と述べ，分析の形態は研究の課題や理論

的なアプローチによるため，統一された説明は存在

しえないと指摘する．質的な日記の場合，テキスト分

析のアプローチを用いて，コード化を行い，解釈と一

貫したストーリーや主張を引き出していくという手

Meth（2020）で紹介されている日記調査
の様々な手法

表４

Meth（2020）から筆者作成．
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順を示し，日記が書かれた文脈が重要になるとして

いる．また，書かれていることは真実や人生全体では

ないため，ほかの手法と組み合わせて信頼性を高め

る必要がある．映像や写真を用いた手法ではより慎

重に分析技法を考えなければならないとする．

量的な日記では，統計的な技法を利用でき，オン

ラインの日記ソフトであればより簡単に分析できる

ツールが存在する．しかし，質的な日記以上に，サ

ンプリングの手続きや統計的な分析技法の選択を慎

重に行わなければならないという．

まとめとして，日記を利用する地理学者は分析する

データから省かれたり排除されたりしている事項を批

判的に自覚する必要があると主張して結んでいる．

以上，2 つの教科書的な著作を参照しながら日記

調査の位置づけについてまとめた．手法として，素

朴なノートとペンによる手書きの日記にとどまら

ず，様々な媒体を利用することが可能となり，利用

可能性は大きく広がっていることが示された．しか

し，分析に際して，厳密な記録を求める形式の日記

では，統計的な処理など既に確立されている技法を

適用できる一方，自由な記述を容認する日記では，

質的な分析に際してそれぞれの研究者が理論的アプ

ローチと解釈を熟考しなければならず，明確な指針

は存在しないことが共通して指摘されており，課題

として浮き彫りとなった．

次項では，日記調査の厳密性について問題提起し

た論文を紹介したうえで，厳密性の確保という観点

から，応答型の日記を手法として採用する近年の質

的研究をレビューする．

２）日記調査を用いた地理学の研究例

本項では，応答型日記を用いた調査の厳密性を高

めるための批判的論考（Filep et al. 2018）を紹介

したうえで，実際に応答型の日記を用いた近年の地

理学的研究をレビューし，到達点と課題を明らかに

する．

Filep et al.（2018）は，人文地理学における質的

研究の厳密性を評価する指標を提唱したBaxter and 

Eyles（1997）を参考に，近年社会科学全体での利用

が広がっている日記調査の厳密性を維持するための

枠組みを構築しようと試みている．表５は，2003 年

から2014 年までの間に発表された日記を利用する

社会科学分野の論文43 本について，厳密さを確保す

るための戦略をどの程度満たしているかをまとめた

もののうち，人文地理学分野の研究について抜粋し，

各研究の主題と概要をまとめたものである．

人文地理学における日記を用いた研究では，特に

「11． 分析の手順」についての記述が欠落している

ものが多いことから，前項で示した Latham（2016）

Meth（2020）が述べていた通り，質的な記述を含む

日記の分析について課題があることが再確認できる．

さらに，Filep らは研究を設計する際の指針とし

やすいような形でより分かりやすく基準を表６のよ

うにまとめた．基本的には表５の内容と共通してい

るが，2 つの変更が加えられている．1 つ目は「９．

ラポールと明快さ」であり，変更前の「再訪」より

も広く事実確認やラポール形成についての方法を認

めている．

2 つ目は「12．再 - 提示」であり，データが調査

者と参加者の両方によって共同で構築されているこ

とを認識し，調査者が改めて提示する際には参加者

の意図と厳密に一致しないことを意識して変更され

た．なお，これらはすべての研究に当てはまる規則

ではなく，あくまで調査設計の指針であると述べら

れている．

これら 12 の基準に基づいて，2014 年以降に発

表された応答型日記を用いる地理学分野の研究と

して 4 本の研究 4）（Vanolo 2014; Qviström et al. 

2020; Linn 2021; Coen 2021）をレビューしたい．

Vanolo（2014）は，自らが経験した抑うつ状態と，

精神分析を用いた治療の過程で記した日記に基づい

て，精神分析治療の空間性を地理学的に考察してい
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概
念

的
枠

組
み

方
法

論
的

な
論

拠
意

味
の

共
同

構
築

と
再

-提
示

主
題

手
法

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

Bi
jo

ux
 a

nd
 M

ye
rs

（
20

06
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

日
常

生
活

に
お

け
る

身
体

と
場

所
写

真
と

日
記

の
複

合

D
uf

fy
 a

nd
 W

ai
tt（

20
11

）
○

○
○

○
○

○
○

○
○

音
や

音
楽

を
通

じ
た

場
所

の
構

築
音

の
録

音
と

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

D
um

m
er

 e
t a

l.（
20

08
）

○
○

○
○

○
○

○
○

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
質

向
上

学
生

の
調

査
振

り
返

り
日

記

H
el

le
r 

et
 a

l.（
20

11
）

○
○

○
○

○
○

○
質

的
調

査
の

能
力

向
上

学
生

の
日

記
と

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

H
ol

lo
w

ay
（

20
03

）
○

○
日

常
の

中
の

神
秘

性
や

聖
性

の
検

討
ニ

ュ
ー

エ
イ

ジ
に

よ
る

日
記

La
th

am
（

20
03

）
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

日
常

的
な

実
践

の
分

析
日

記
と

写
真

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

M
cG

ui
nn

es
s（

20
09

）
○

○
○

○
○

○
○

○
フ

ェ
ミ

ニ
ス

ト
地

理
教

育
学

生
の

日
記

（
授

業
課

題
）

M
cG

ui
nn

es
s 

an
d 

Si
m

m
（

20
05

）
○

○
○

○
国

際
的

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
検

討
学

生
の

調
査

振
り

返
り

日
記

M
cG

re
go

r（
20

05
）

○
○

○
動

物
保

護
と

住
民

生
活

の
対

立
現

地
調

査
と

漁
師

の
日

記

M
et

h （
20

03
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
日

記
調

査
の

可
能

性
と

課
題

被
暴

行
経

験
あ

る
女

性
の

日
記

M
et

h （
20

04
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
日

記
調

査
の

可
能

性
と

課
題

被
暴

行
経

験
あ

る
女

性
の

日
記

M
et

h 
an

d 
M

cC
ly

m
on

t（
20

09
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
男

性
性

研
究

の
た

め
の

質
的

手
法

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

と
日

記

M
id

dl
et

on
（

20
09

）
○

○
○

○
○

徒
歩

の
時

間
・

空
間

性
が

持
つ

影
響

写
真

日
記

と
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

M
or

ri
so

n（
20

12
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

日
記

調
査

の
利

点
と

限
界

異
性

愛
の

カ
ッ

プ
ル

の
日

記

M
ur

ra
y（

20
09

）
○

○
○

○
○

○
○

○
○

モ
バ

イ
ル

で
視

覚
的

な
手

法
の

検
討

動
画

撮
影

と
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

M
ye

rs
（

20
10

）
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
H

IV
陽

性
患

者
に

と
っ

て
の

場
所

写
真

撮
影

と
そ

の
注

釈
作

成

Pa
rk

（
20

09
）

○
○

○
○

○
地

理
の

授
業

へ
の

参
加

意
欲

向
上

学
生

に
よ

る
学

習
日

記

Th
om

as
（

20
07

）
○

○
○

○
○

○
○

○
H

IV
関

連
の

患
者

が
持

つ
感

情
患

者
に

よ
る

日
記

と
写

真

20
03

年
か

ら
20

14
年

ま
で

の
応

答
型

日
記

の
利

用
に

お
い

て
質

的
な

厳
密

性
を

確
立

す
る

既
存

の
戦

略
表

５

１
．

概
念

的
ま

た
は

理
論

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
が

明
確

に
述

べ
ら

れ
て

い
る

　
２

．
発

見
に

よ
っ

て
既

存
の

理
論

が
支

持
（

ま
た

は
反

論
）

さ
れ

て
い

る
（

例
え

ば
，研

究
が

単
な

る
文

献
の

参
照

で
終

わ
ら

な
い

）
３

．
応

答
型

日
記

が
研

究
上

の
問

い
に

対
応

す
る

た
め

に
最

も
適

切
な

（
あ

る
い

は
唯

一
の

）
方

法
で

あ
る

と
主

張
さ

れ
て

い
る

　
４

．
日

記
と

組
み

合
わ

せ
て

追
加

的
な

手
法

が
用

い
ら

れ
て

い
る

５
．

日
記

の
デ

ザ
イ

ン
／

構
造

，
参

加
者

の
説

明
，

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
な

ど
の

採
用

に
つ

い
て

方
法

論
的

な
詳

細
が

述
べ

ら
れ

て
い

る
６

．
調

査
者

が
参

加
者

や
研

究
と

の
関

係
の

中
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
（

ま
た

は
，

最
低

限
，

日
記

の
書

き
手

に
対

す
る

調
査

者
の

潜
在

的
な

影
響

を
認

識
し

て
い

る
）

７
．

参
加

者
に

つ
い

て
の

理
解

（
例

え
ば

，
年

齢
，

性
，

社
会

・
経

済
的

状
況

な
ど

）
が

示
さ

れ
て

い
る

　
８

．
応

答
型

日
記

の
利

用
に

つ
い

て
の

再
帰

性
が

表
現

さ
れ

て
い

る
９

．
日

記
を

つ
け

る
過

程
の

最
中

ま
た

は
後

，
あ

る
い

は
そ

の
両

方
に

お
い

て
，

断
続

的
に

再
訪

ま
た

は
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
，

あ
る

い
は

そ
の

両
方

を
（

明
確

化
や

さ
ら

な
る

説
明

の
た

め
に

）
行

っ
た

10
．

解
釈

／
意

味
の

確
認

が
論

じ
ら

れ
て

い
る

（
た

と
え

ば
，

複
数

手
法

に
よ

る
ト

ラ
イ

ア
ン

ギ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ま

た
は

デ
ー

タ
収

集
後

の
再

訪
を

通
じ

て
）

11
．

日
記

（
お

よ
び

補
足

的
な

手
法

）
か

ら
の

デ
ー

タ
が

ど
の

よ
う

に
理

論
的

な
構

成
物

に
変

換
／

要
約

さ
れ

た
か

が
示

さ
れ

て
い

る
12

．
最

終
的

な
意

味
の

構
成

物
に

お
い

て
個

人
が

「
発

言
権

を
持

つ
」

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
，

参
加

者
の

日
記

か
ら

の
直

接
引

用
が

用
い

ら
れ

て
い

る
本

表
は

Ba
xt

er
 a

nd
 E

yl
es

（
19

97
）

の
研

究
を

参
考

と
し

て
い

る
．

構
造

や
用

語
は

同
研

究
の

「
地

理
学

的
研

究
に

お
い

て
質

的
な

『
厳

密
さ

』
を

確
立

す
る

た
め

の
戦

略
」

の
表

か
ら

適
用

し
た

．
Fi

le
p 

et
 a

l.（
20

18
: 4

54
）

を
基

に
筆

者
作

成
．

各
研

究
の

主
題

や
手

法
に

つ
い

て
は

筆
者

が
原

文
を

確
認

し
て

追
記

し
た

．
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る．対象は自分の日記であり，研究への利用を意図

して書かれたものではないため，厳密な応答型日記

とは異なる．

しかし，空間や場所を関係的な構築物として捉え，

その生成過程を考察するためにミクロ地理学のアプ

ローチを明示的に用いている．さらに，精神分析的な

治療を受けるという経験が関係的であり，個人的か

つ詳細な記録が分析に資することを踏まえて，日記

を用いる意義を綿密に主張するなど，概念的な枠組

みや方法論的な論拠が明確である点で優れている．

また，日記を直接引用しながら，精神分析が行わ

れる空間について「物理的空間」「感情的空間」「関

係的空間」「想像上の空間」「規律的空間」「夢の中

の空間」という 6 つの形態に分類してそれぞれの

枠組みや内容と，相互の重なり合いを描出しており，

分析の手順や解釈の過程が明確である．

しかし，このような一貫性は，自分の日記を参照

しており，調査者と参加者が同一であるという特殊

な条件下であるために達成できた可能性が高い．

Qviström et al.（2020）は，スウェーデンにお

いて，余暇的なランニングを習慣としている人々に

日記を書いてもらうことで，ランニングの実践や空

間について時間地理学とアフォーダンスの理論を用

いたアプローチから研究している．インフォーマン

トの選定や日記の記入事項，インタビューとの組み

合わせによる事実確認など，概念的な枠組みから調

査設計に至る流れは明確に示されているが，分析に

際しては書き起こしとコーディングを行ったと述べ

られるのみで，具体的にどのようなコードを付して

解釈に結びつけたのかは明確に示されていない．

基準 問い

概
念
的

枠
組
み

１．概念的なアプローチ 概念的または理論的なアプローチがどれだけ明示的に述べられているか

２．アカデミックな聞き手に対する明快さ 示された何らかの理論的または概念的なアプローチがどの程度研究に関係し，なされ
る解釈を理解するために利用（単なる参照以上に）されているか

方
法
論
的
な
論
拠

３．方法論に対する合理性 リサーチクエスチョンに取り組むにあたってなぜ応答型日記が最も適切な（あるいは
唯一の）方法であるのかについての主張がどれだけ信頼できるか

４．複数の手法 日記と組み合わせて用いられる何らかの追加的な手法によって得られる利点とつなが
りとは何か

５．日記の実践 募集，日記の設計／構造，参加者への説明，インセンティブなど，方法論的な詳細が
示され，正当だと理由付けされているか

６．調査者と助手のポジショナリティ 参加者および研究との関係において，調査者と助手が明確に位置づけられているか（あ
るいは，最低限，調査者が日記の書き手に与えうる影響についてどのくらい自認して
いるか）

７．参加者のポジショナリティ 参加者の理解がどの程度十分に伝えられているか（例えば，年齢，性，社会経済状況，
経験，文脈など）

８．調査者の再帰性 応答型日記の利用に関する調査者の再帰性はどのように表現されているか

意
味
の
共
同
構
築
と
再-

提
示

９．ラポールと明快さ どのようにラポールと明快さが参加者とともに形成されたか―日記をつける過程の最
中，または終了後，あるいはその両方に，再訪問またはインタビュー（明確化やさら
なる説明あるいは再確認，またはその両方のため）が断続的に行われたか

10．参加者の確認 解釈／意味の確認がどのようになされたか（例えば，複数手法のトライアンギュレー
ションまたはデータ収集後の再訪を通じて）

11．分析の手順 日記（および補完的な手法）からのデータが，どのように解釈と，理論的または概念
的な構成物に変換／要約されるかが，正当かつ明確であるか

12．再 - 提示 最終的な意味の構成物において個人が「発言権を持つ」ことができるようにするために，
参加者の日記からの直接引用やその他の形式での再 - 提示がどれだけ効果的に用いら
れているか

応答型日記を用いる際に調査者へ再考を促す 12 の問い表６

Filep et al.（2018: 460）から筆者作成．
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分析に際して，家族との関係，日常的な空間と非

日常的な空間でのランニング体験の差異，観光行動

との関係という 3 つの主題に基づいてインタビュー

での発言や日記の直接引用は多数行われる．しかし，

それぞれの文脈や調査者自身の再帰性が不明瞭で，

研究課題との結びつきが導出される過程があいまい

である．

コーディングの過程を全て記載することは学術

雑誌の紙幅による制約から難しいにせよ，理論的ア

プローチとの整合性や調査結果の貢献を主張するた

めにはより詳細な記述が必要であろう．

Linn（2021）は，シリア内戦から逃れた難民の

女性に日記を書いてもらい，私的・公的空間での日

常生活の経験を詳細に描出するとともに，帰属意識

やアイデンティティについての知見をまとめた．過

去の難民についての研究において等閑視されてきた

女性に焦点を当てているという点でエンパワメント

の特質も有しているとしてフェミニスト地理学の一

部と位置づけているが，理論的なアプローチや概念

的な枠組みに関する主張は十分ではない．一方，参

加者の選定や調査者のポジショナリティについては

自覚的であり，識字能力の問題や女性たちの日記を

つけることに対する嫌悪感などが原因で潜在的に排

除された人々もいることを明記している．

分析に際しては，参加者が日記に記した具体的な

経験を引用することで，ホスト社会における孤立感

などの感情的な反応を明らかにしている．調査者に

よる解釈の介入は限定的で，記述から一般的な理論

に資する考察を展開するというよりも，現状を緻密

に描写することで，参加者の地位を尊重し，潜在的

な問題を喚起することを重視している．

Coen（2021）は，トレーニングジムでの身体活

動に注目して，ジェンダー化と場所との関係につい

て研究した過程において，研究活動自体が参加者の

ジェンダー認識に影響を及ぼす触媒的な機能を論じ

ている．したがって，調査者と参加者それぞれの主

観性や再帰性に対しては極めて自覚的である一方，

日記から得られたデータの分析手順や，研究全体を

貫く理論的なアプローチについては明確に示されて

いない．

以上のように，近年では日記という調査手法自体

が参加者に与える影響についての考察が進み，ポジ

ショナリティへの意識が向上している．一方で，デー

タの分析や解釈については依然として「コード化」

といった抽象的な説明にとどまっている研究が多い

ことが明らかになった．

本研究ではエンパワメントやポジショナリティ

への働きかけは主な目的ではなく，日常的な行動を

追跡し，事物や現象と参加者との相互作用を記録す

るための手法として日記を用いるが，調査とその結

果の公表が及ぼしうる正負両面の効果は自覚しなけ

ればならない．

次章では，本章で検討した日記調査の特質を前提

に，どのように調査を設計して実施したのかについ

て，詳細な主体間関係や手続き，参加者との相互作

用を述べながら解説する．

Ⅲ　調査の経緯と実施状況

１．調査の計画から実施

移動生活を研究するにあたり，当初はインター

ネットを通じて自身の移動生活経験を発信している

個人に直接連絡を取ってインタビューを行う形で調

査していたが，一貫した形で対象者を捕捉するため

に，2020 年 8 月以降，不動産情報サービス企業で

ある株式会社 LIFULL が運営する定額住み放題サー

ビス「LivingAnywhere Commons」（以下，LAC）

に協力を依頼し，利用者を対象に調査を進めてきた．

このサービスは，2019 年 8 月から提供が開始さ

れ，2022 年 11 月時点で全国に 48 か所の拠点が

存在する（図１）．月額 27,500 円（税込）を支払

うことですべての拠点を予約して滞在できるほか，

6,600 円（税込）で 1 泊ずつの利用もできる 5）．
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図１　LivingAnywhereCommons の
　　　拠点分布

「オリジナル拠点」とは，運営主体である株

式会社 LIFULL が遊休資産をリノベーション

し，自ら運営する拠点である（表中網掛け）．

「パートナー拠点」とは，既存のゲストハウ

スやホステルなどと提携し，LAC を介した

予約や宿泊を可能とした施設である．

企業ホームページ（https://livinganywhere
commons.com/base/，2022 年 11 月 6 日最終

閲覧）から筆者作成．

中標津 横瀬 伊豆下田 田川

八雲 館山 瀬戸 福岡唐泊

花巻 小田原 大阪今里 柳川

遠野 横浜日ノ出町 京都三条 八女

石巻 浅草 和歌山 宮崎都農

気仙沼 高尾 那智勝浦 宮崎小林

いわき 能登珠洲 津山 宮崎青島

会津磐梯 金沢 真庭 宇城三角

常陸太田 富士吉田 美馬 別府

ひたちなか 信州乗鞍 三好 長崎茂木

つくば 八ヶ岳北杜 三豊 屋久島

みなかみ 熱海 八幡浜 うるま

N

2021 年 10 月から 11 月の期間には，筆者自身も

同サービスを利用して 2 カ月で 5 拠点を移動する

生活を実践し，拠点の管理者や，運営企業の社員等

との関係を構築した．この際，滞在者へのインタ

ビューなども散発的に実施したものの，体系立てた

調査の必要性を感じ，日記調査の可能性を模索しは

じめた．同サービスでは，利用者と運営者双方が参

加するオンラインコミュニティが形成され，様々な

アイデアを持ち寄って発表する機会が設けられてい

るため，2022 年 1 月の会議にて日記調査の構想を

発表した．

この発表が契機となり，2022 年 2 月に同社社員

と懇談し，研究関心と検討中の調査手法について伝

えたところ，全面的な協力を社内で検討する旨の回

答が得られた．その後，協議を経て，クラウドソー

シングサービスを運営する株式会社ランサーズが開

催している「新しい働き方 Lab 研究員制度」（以下，

研究員制度）における LAC との共同企画として，

日記調査への協力を含む半年間の活動に対して参加

者を募集する方針で一致した．

研究員制度は，現行の働き方からの変化や向上

を図る目的で希望者が参加する企画であり，実験と

称して半年間，何らかの成果を目指して活動するも

のである．実験の種類は参加者が自由に課題を設定

できる「自主企画」と，LIFULL 社含め PC メーカー

や IT 企業，地方自治体などがそれぞれ協賛して設

定した課題に取り組む「共同企画」の 2 種からなる．

本調査は後者の「共同企画」のうち LIFULL 社が

参画する企画の一部に含まれ，参加者に対しては「場

所に縛られない "LivingAnywhere" な生活は，人に

どんな変化をもたらすか？」という課題が提示され

た．参加者は，「実験」として移動生活を試み，自

らの生活や考え方に生じる変化を体験することを目

標とし，自省を補助する記録手段として日記をつけ，

本調査の資料として提供する．LIFULL 社は，参加

者による SNS での情報発信と研究成果発表を通じ

て LAC の知名度向上を図るとともに，日記を介し

てサービス向上に資する情報を得られる，という関

係にある（図２）．LIFULL 社からはその対価として，

最大 60 泊分，オリジナル拠点が無料で宿泊できる

権利，パートナー拠点についても割引率の高い特別

回数券を購入できる権利，という 2 つのインセン

ティブを提供された．

LivingAnywhere Commons の拠点分布図１
「オリジナル拠点」とは，運営主体である株式会社 LIFULL
が遊休資産をリノベーションし，自ら運営する拠点である

（表中網掛け）．「パートナー拠点」とは，既存のゲストハウ
スやホステルなどと提携し，LAC を介した予約や宿泊を可
能とした施設である．
企業ホームページ（https://livinganywherecommons.com/
base/，2022 年 11 月 6 日最終閲覧）から筆者作成．
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参加者の募集に際し応募要件として提示した

のは，① 2022 年 6 月〜 12 月の期間中，のべ 1

カ月以上 LAC を使った生活ができる，② 2022

年 6 月〜 12 月の 6 カ月間，日記をつけること

が で き る， ③ 活 動 の 様 子 を SNS で 発 信 で き る

（#LivingAnywhereStory のタグ付けを行う），とい

う 3 点である．このほか，研究員制度全体の応募

条件（18 歳以上，Lancers への登録，中間・最終

レポートの提出など）も満たした応募者約 60 名の

中から，LIFULL の担当者が中心に面接と書類選考

を行って 20 名を選考した．選考の過程に筆者は携

わっておらず，研究に影響を及ぼす恣意的なサンプ

リングは行っていない．しかし，企業担当者が応募

者の就業状態や企画に対する意欲などを考慮し，移

動生活の実現可能性が高い人を選定したことには注

意が必要である．

以上の経緯を経て，2022 年 6 月から調査を開始

した．参加者には毎月 1 冊で完結する A5 判サイズ

の日記帳を送付し，同封した返送用の封筒で記入済

みの日記帳を返送してもらうという手順を設定した．

これは，移動生活の途上で大きな日記帳を持ち運ぶ

ことに抵抗があるという参加者からの意見を反映さ

せるとともに，参加者の離脱や日記帳の紛失による

データの喪失を最小限にとどめたいという意図に基

づく判断である．デジタル形式での記録も検討した

が，記入内容の自由度を高めるとともに，郵送によ

る返送の手順を毎月組み込むことで継続的に参加者

との接点を作るため，紙媒体での記録を選択した．

同時に，個人情報の取り扱いについての指針を策

定し，2022 年 6 月に行われた東京大学大学院総合

文化研究科「ヒトを対象とした実験研究に関する倫

理審査委員会」からの承認を得た．この指針では個

人情報の秘匿や研究からのオプトアウト，そして情

報公開前の事前確認などを定めており，参加者にも

告知することによって，情報の取り扱いについて同

意を得ている．

日記帳は，図３に示したように，「日付等記録欄」

「ライフログ」「感じたこと・考えたこと」「フリー

スペース」の 4 セクションからなる．本調査の目

的が場所感覚の探究であることは参加者に対して周

知しているが，人文地理学における場所という語の

含意について参加者に十分な理解を得て記録を求め

ることは難しいと考え，比較的自由度の高い記入項

目を設定した．「感じたこと・考えたこと」のセクショ

ンには罫線を設けた一方で，フリースペースには設

けないことで，文字情報以外の記録（写真やイラス

トなど）も残せるようにし，多面的な情報の収集を

目指した．

さらに，企画が開始されて 1 カ月経過した 7 月

から 8 月にかけて，参加者個人に対して 1 時間程

度のインタビュー調査を行い，参加に至るまでの居

住歴や参加の動機，今後に向けた期待等の聞き取り

を行った．この時，筆者の自己紹介や，研究関心と

内容についての質疑応答も行い，日記という個人情

報が他者に読まれることに対する心理的障壁を緩和

するように努めた．

その後も毎月 1 度参加者が集う懇談会をオンラ

日記の返送

SNSの閲覧

日記帳の送付

インタビュー調査

調査者 参加者

LivingAnywhere
Commons

Lancers

サービス改善・
事業価値に
資する情報

募集

告知

応募

登録

共同企画

宿泊権60泊分
などの提供

学術的成果の
発表

参加者は SNS 上での情報発信時に

「#Livinganywherestory」のタグをつけて

投稿することが規定されているため，調査者

は各媒体の検索機能などを利用して同タグの

ついた投稿を閲覧・リアクションを行うと

ともに，情報源として利用する．

図２　調査に関係する主体の相関図

SNSによる
情報発信

調査に関係する主体の相関図図２
参加者は SNS 上での情報発信時に「#Livinganywherestory」
のタグをつけて投稿することが規定されているため，調査
者は各媒体の検索機能などを利用して同タグのついた投稿
を閲覧・リアクションを行うとともに，情報源として利用
する．
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イン上で行い，近況報告や情報交換，日記の記入状

況についての報告や問題の収集を行い，参加者の利

便性が高くなるように送付の方法を改善したり，返

送が遅れている人への働きかけを行ったりした．

以上，本節では日記調査の実施に至るまでの経緯

と計画の推移について詳述した．本調査の事例では，

参加者に負担を強いる日記の記入という手法に対し

て，企業の協力を得ることで，宿泊施設の利用権と

いう対価を提供して対応した．この対応については，

研究の主題である移動生活を促進する一方で，特定

の選択に誘導しうるという点で，調査結果に与える

影響や理論的な一般化に対して疑義が呈される可能

性もある．しかし，日記調査は負担が大きいからこ

そ，研究協力者を募るためには，このように複数主

体を巻き込んだ手段を取らざるを得ない状況もある

と考えられる．その際は，調査結果の分析や提示の

段階でこれらの文脈的な影響について常に自覚的に

なり，配慮を重ねた上で解釈や考察することが不可

欠である．

Ⅱでもまとめた通り，日記を書き，読まれるとい

う事実が参加者に与える心理的な負担は大きい．対

価の提供によって安易に解決したと考えるのではな

く，研究者自身がその負担を常に自覚し，参加者と

の間で十分な信頼関係を築くための誠意ある対応を

継続し，向上を図り続けることが重要であると考え

られる．

次節では，実際の調査状況を報告し，これらの課

題が顕在化する様相を述べる．

２．実際の調査状況

表７は，研究参加者の属性をまとめた一覧表である．

感じたこと ・ 考えたこと

フリースペース

ライフログ （どこで ・ 何をした）

月　　　　　日　　　　　　　どんな日　（　　　　　　        　　　　）

0 126 18 24

図３　参加者に配布した日記帳の
　　　デザイン参加者に配布した日記帳のデザイン図３

ID 年代 性 就業 職種 出身
01 20 女 ア 医療福祉／宿泊業 東京

02 30 男 会・個
コミュニティマネジメント

・コンサルティング
大阪

03 30 女 ア 飲食業／宿泊業 北海道
04 20 女 個 ライター 茨城
05 30 女 会 エンジニア 北海道
06 40 女 個 デザイナー・コンサルティング 長崎
07 20 男 個 コーチング 大阪
08 30 女 個 ライター／ SNS 運用 北海道
09 20 男 個 ライター 神奈川
10 20 女 会・個 事務・コミュニティマネジメント 新潟
11 20 女 個 動画作成 東京
12 50 男 個 不動産業（運営・投資・ライター） 兵庫
13 30 男 個 ライター 東京
14 30 女 個 デザイナー・イラストレーター 神奈川
15 50 女 個 ライター 兵庫
16 ？ 男 インタビュー未実施，詳細不明
17 ？ 女 インタビュー未実施，詳細不明
18 ？ 男 インタビュー未実施，詳細不明
19 ？ 男 インタビュー未実施，詳細不明
20 ？ 女 インタビュー未実施，詳細不明

研究参加者の基本属性一覧表７

ID15 以降の６名は日記の返送が無いが，ID15 に対しては
インタビュー調査が実施できたため属性を記載している．
ID16 以降の５名は，企業担当者による選考面接で得られ
た情報は存在するが，筆者による直接の確認が取れていな
いため，詳細不明としている．出身は本人の申告によるも
のとし，都道府県単位で示した．就業の形態はそれぞれア：
アルバイト，会：会社員，個：個人事業主 , 経：経営者，
である．
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選考を経て企画に参加したのは 20名であったが，

ID20は初回の日記帳送付時から連絡先不明となり，

複数回異なる手段での連絡を試みたが返答がなかっ

た．ID19は 2回目まで記入用の日記帳を送付した

ものの，いずれも返送がなく，3回目以降は送付先

が不明となった．ID18は初回の記入済み日記帳ま

で返送があったものの，家庭の事情により研究への

参加を続行することが難しい旨の連絡があり，2回

目以降は可能な範囲での記入を依頼したが返送がな

くなったため，3回目以降は日記帳の送付自体を取

りやめた．ID17は 10月時点まで毎月日記帳を送付

しているものの，一度も返送がなく，状況を問い合

わせても「落ち着いたら返送する」という回答を得

るにとどまっている．ID15・16も同様に，複数回「返

送が遅れる」旨の連絡が届いているものの，2022

年 10月末時点までに 1度も返送されていない．

以上のように，まず参加者の中から 3 名が離脱，

1 名が不明，2 名が遅延している状態である．大規

模なアンケート調査や活動日誌調査と異なり，母数

が少ない調査であるため，サンプル数を可能な限り

維持するための対策を講じる必要がある．今回の調

査では，毎月の送付時に添え状を付し，前月分の日

記で特に研究に資する部分について取り上げて所感

とお礼を伝えるようにしたほか，返送が遅滞した際

にはメールや SNS，Slack（LAC のオンラインコミュ

ニティが利用するコミュニケーションツール）で連

絡を密に取るなどの対応を取ったものの，離脱を防

ぐことは困難であった．

図４は，10 月返送分までの日記帳を書き起こし，

最も持続的に記入されていた「感じたこと・考えた

こと」欄の文字数や返送者数の推移を示したグラフ

である．一部，「フリースペース」の欄にまで超過

して記載された文章も存在したため，内容的なつな
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図４　10 月返送分までの日記記入状況（「感じたこと・考えたこと」部分）
10 月返送分までの日記記入状況（「感じたこと・考えたこと」部分）図４
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がりがある場合には書かれた位置によって区切るの

ではなく一体として文字数に含めている．そのため，

最大文字数が 350 以上となる日も存在している．

まず，全体の返送者数が徐々に減っていることが

確認できる．返送用の封筒送付から実際に返送され

るまでの期間が月を追うごとに増加しており，8〜

9月分の日記が返送されていない参加者も 2名いる．

今回の調査では企業の協力を得てインセンティブを

提供しているため，序盤は効果的に参加意欲を高め

ることが可能であったものの，期間を追うにつれて

日記の負担感の方が上回っていった可能性が高い．

平均文字数は 100 から 150 の間を推移している

が，期間全体を通して近似曲線をみると，漸減傾向

にある．6 カ月と調査期間が長いことが影響し，後

半になるにつれて意欲が低下した可能性がある．期

間が進んでも迅速に返送を続けている参加者は調査

に協力的だと考えられるが，そのような参加者の記

録が中心となる 9 月や 10 月の記入状況でさえ振る

わない状況にある．実際，「この日も家で仕事…特

に書く事はありません…」（ID13，10 月 3 日）など，

日常的な生活を過ごした日について徐々に記録する

意義が失われていくと感じている例が存在した．ま

た，調査開始当初，移動生活を通じて得たさまざま

な経験についての記述が日記の大半を占めると想定

されたが，実際には仕事など日常生活に関する記述

が大部分を占めるなど，研究全体の見通しに影響を

及ぼしうるような事象も発生している．

Ⅱの２の１）でまとめたように，これらの限定的な

記述や短い記述について，内容が希薄なものとして捨

象するのではなく，他の情報源から得た補足情報を加

えたり，より広く全体の文脈の中に位置づけたりする

ことによって深い考察に結びつけることが質的調査の

利点であり，必要な手続きである．本研究では SNS

での投稿を収集したり，日記調査期間前後にインタ

ビュー調査を行ったりすることで対応する．

以上，本節では進行中の調査でどのような人が参

加者として集まったのかについて示し，日記の文字

数という単純な指標を示すことで，どの程度データ

が継続的に得られているのかを示した．また，調査

の過程で参加者に対してどのような働きかけを行っ

たのかをまとめ，今後の分析に当たって生じうる課

題と，考えられる対応の内容について検討した．

次章では，収集した日記の内容を一部分析しなが

ら，日記調査独自の利点と課題について検討する．

Ⅳ　日記の利点と分析上の課題

本章では，実際に収集した日記の記述を踏まえ

て，移動生活者の場所感覚を探究するための試行的

な分析を行う．前章までに述べたように，日記調査

では分析や解釈の段階で明確な手法が定められてお

らず，あいまいな表現に終始している場合が多い．

そこで，本稿では大谷（2019）を参考に「SCAT（Steps 

for Coding And Theorization）」を用いて，適用可

能性を探る．

SCAT では，データに対して①データ内の注目す

べき語句，②それを言い換えるためのテクスト外の

語句，③それを説明するようなテクスト外の概念，

④そこから浮かび上がるテーマ・構成概念，という

4 段階でコードを考えて付与した後，テーマや構成

概念からストーリー・ラインを記述し，ストーリー・

ラインに基づいて理論を記述する．一連の過程が一

覧表の形式で行われるため，明示的かつ定式的であ

るとされる（大谷 2019: 271）．

ただし，全参加者の記述を横断的に扱って移動生

活者の場所感覚全体を考察することは，本稿の射程

を超える．したがって本章では，回収された日記の

中で「うるま」という場所に対して様々な感情を記

述していた参加者 ID08 の日記の分析に SCAT を試

用する．表 8 は，大谷（2019）で提示されている

SCAT のテンプレートに当てはまるように，ID08

が LAC うるま拠点に初めて訪問した期間中の日記

を分析したものである．
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番
号

記
入

欄
テ

ク
ス

ト
〈

1〉
テ

ク
ス

ト
中

の
注

目
す

べ
き

語
句

〈
2〉

テ
ク

ス
ト

中
の

語
句

の
言

い
換

え
〈

3〉
左

を
説

明
す

る
よ

う
な

テ
ク

ス
ト

外
の

概
念

〈
4〉

テ
ー

マ
・

構
成

概
念

〈
5〉

疑
問

・
課

題

1
6/

21
感

・
考

今
日

は
移

動
日

。
日

ノ
出

が
イ

マ
イ

チ
す

ぎ
て

う
る

ま
に

移
れ

る
の

は
嬉

し
い

が
op

en
前

の
う

る
ま

ク
オ

リ
テ

ィ
め

ち
ゃ

く
ち

ゃ
心

配
だ

っ
た

。（
汚

く
な

い
か

？
仕

事
で

き
る

か
？

ど
ん

な
人

い
る

か
？

）
た

だ
ヒ

コ
ー

キ
で

空
こ

う
に

つ
い

た
と

き
の

海
の

青
さ

で
気

持
ち

も
晴

れ
ば

れ
☀

洗
た

く
で

き
ま

せ
ん

！
！

キ
ッ

チ
ン

め
ち

ゃ
き

た
な

い
で

す
！

！
W

ifi
お

そ
！

！
ど

う
な

る
！

！
う

る
ま

暮
ら

し
！

！
W

w

日
ノ

出
が

イ
マ

イ
チ

／
移

れ
る

の
は

嬉
し

い
／

ク
オ

リ
テ

ィ
／

心
配

／
汚

い
／

仕
事

で
き

る
か

／
晴

れ
ば

れ
／

う
る

ま
暮

ら
し

前
拠

点
へ

の
不

満
／

移
動

の
期

待
と

不
安

／
設

備
に

対
す

る
評

価
／

職
場

と
し

て
の

機
能

／
自

然
環

境
か

ら
の

働
き

か
け

／
生

活
の

場
と

し
て

の
評

価

建
造

環
境

に
与

え
ら

れ
た

呼
称

と
し

て
の

地
名

／
滞

在
地

の
選

好
／

職
住

一
体

化
／

視
覚

情
報

に
基

づ
く

認
識

と
心

情
変

化

建
物

や
拠

点
を

代
表

す
る

地
名

／
仕

事
も

生
活

も
す

る
場

所
に

求
め

る
条

件
／

不
安

と
期

待
を

抱
え

た
移

動
／

視
覚

情
報

に
依

存
し

た
高

揚
感

・「
イ

マ
イ

チ
」

と
評

価
さ

れ
る

要
素

は
何

だ
っ

た
の

か
？

・
不

安
は

解
消

さ
れ

た
よ

う
に

も
見

え
る

が
本

当
に

解
消

さ
れ

た
の

か
？

2
6/

21
フ

リ
ー

沖
縄

っ
て

め
っ

ち
ゃ

い
い

と
こ

ろ
な

ん
だ

け
ど

移
住

し
た

い
と

は
思

わ
な

い
の

よ
ね

。
島

全
体

が
観

光
っ

て
感

じ
で

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

な
く

て
。

沖
縄

／
移

住
し

た
い

と
は

思
わ

な
い

／
島

／
観

光
っ

て
感

じ
／

暮
ら

し

限
定

的
な

視
点

か
ら

の
沖

縄
／

観
光

と
暮

ら
し

の
弁

別

観
光

者
の

ま
な

ざ
し

／
ス

ケ
ー

ル
の

跳
躍

／
居

住
地

選
択

の
選

好
か

ら
の

逸
脱

生
活

と
観

光
の

二
元

論
／

居
住

地
に

適
さ

な
い

土
地

／
島

全
体

へ
の

限
定

的
な

印
象

・
以

前
に

も
訪

問
し

た
経

験
な

ど
が

影
響

し
て

い
る

の
だ

ろ
う

か
？

3
6/

22
感

・
考

今
日

は
コ

ン
ポ

ス
ト

大
学

生
G

君
と

M
の

環
境

こ
う

ざ
＆

コ
ン

ポ
ス

ト
作

り
。

若
い

2
人

の
活

動
は

熱
が

あ
る

し
ス

テ
キ

。
で

も
み

せ
方

、
伝

え
方

も
す

ご
い

大
事

。
い

い
こ

と
や

っ
て

る
の

に
も

っ
た

い
な

い
な

っ
て

感
じ

が
し

た
。

活
動

／
熱

／
ス

テ
キ

／
も

っ
た

い
な

い
拠

点
限

定
の

イ
ベ

ン
ト

／
関

係
者

の
活

力
／

不
完

全
燃

焼

社
会

活
動

の
場

／
人

的
交

流
の

促
進

／
心

理
的

距
離

の
隔

絶

偶
発

的
な

社
会

活
動

へ
の

参
加

機
会

／
好

感
と

不
満

感

・
こ

の
よ

う
な

活
動

へ
の

参
加

は
一

般
的

な
の

だ
ろ

う
か

？

4
6/

22
フ

リ
ー

コ
ン

ポ
ス

ト
づ

く
り

ち
ょ

い
ち

ょ
い

さ
ぼ

っ
ち

っ
た

。
拠

点
の

チ
ャ

リ
、

こ
わ

れ
て

る
の

か
つ

か
え

な
い

。
せ

っ
か

く
の

で
ん

ど
う

チ
ャ

リ
…

し
ょ

ぼ
ん

…
。

さ
ぼ

っ
ち

っ
た

／
チ

ャ
リ

／
こ

わ
れ

て
る

／
し

ょ
ぼ

ん
イ

ベ
ン

ト
へ

の
意

欲
低

下
／

移
動

手
段

の
喪

失
／

落
胆

意
図

し
な

い
社

会
活

動
へ

の
参

加
意

欲
低

下
／

移
動

の
不

便
／

身
体

的
移

動
へ

の
期

待
と

落
胆

身
体

的
移

動
の

不
便

さ
が

も
た

ら
す

落
胆

・
自

転
車

の
故

障
は

実
生

活
へ

の
影

響
が

ど
の

く
ら

い
あ

っ
た

の
だ

ろ
う

か
？

5
6/

23
感

・
考

今
日

は
6/

23
　

沖
縄

戦
争

い
れ

い
の

日
。

ア
メ

リ
カ

兵
が

島
と

親
こ

う
が

あ
り

、
こ

っ
そ

り
と

参
拝

に
き

て
い

た
。

不
思

ぎ
な

感
じ

。
た

っ
た

数
十

年
前

、
こ

こ
で

多
く

の
人

が
死

に
自

ら
の

命
を

た
っ

た
。

そ
ん

な
人

た
ち

が
つ

な
い

で
く

れ
た

命
に

、
私

た
ち

は
今

な
に

を
言

う
の

だ
ろ

。

沖
縄

戦
争

／
不

思
ぎ

な
感

じ
／

つ
な

い
で

く
れ

た
命

史
実

と
の

遭
遇

／
言

明
の

難
し

い
感

情
／

生
命

の
繋

が
り

に
対

す
る

意
識

史
実

の
現

前
／

情
緒

的
な

揺
さ

ぶ
り

／
時

間
性

へ
の

意
識

史
実

と
向

き
合

う
こ

と
に

よ
る

情
緒

的
な

揺
さ

ぶ
り

／
歴

史
性

に
対

す
る

思
い

や
り

・
不

思
ぎ

な
感

じ
と

は
詳

細
に

は
ど

の
よ

う
な

気
持

ち
だ

っ
た

の
だ

ろ
う

か
？

6
6/

23
フ

リ
ー

沖
な

わ
で

育
っ

た
子

に
「

僕
ら

は
オ

キ
ナ

ワ
戦

争
に

つ
い

て
も

の
す

ご
く

教
育

を
う

け
る

。
他

の
地

方
の

人
は

？
」

と
き

か
れ

た
。

う
け

な
い

。
で

も
土

地
土

地
の

悲
し

み
や

ト
ラ

ウ
マ

に
対

す
る

教
育

は
う

け
る

。
そ

の
場

所
場

所
に

色
は

あ
る

。
だ

か
ら

こ
そ

そ
こ

で
暮

ら
す

も
の

が
引

き
つ

い
で

い
か

な
く

て
は

。
家

ほ
し

い
。

沖
な

わ
／

土
地

土
地

／
教

育
／

場
所

場
所

に
色

は
あ

る
／

引
き

継
い

で
い

か
な

く
て

は
／

家
ほ

し
い

土
地

の
個

別
性

の
強

調
／

他
者

の
語

り
に

よ
る

気
づ

き
／

場
所

を
構

成
す

る
外

力
／

一
貫

性
の

保
持

／
定

住
者

へ
の

仮
託

／
定

住
へ

の
願

望

他
所

の
他

者
と

の
交

流
／

場
所

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

の
再

確
認

／
定

住
と

根
拠

地
の

重
要

性

場
所

の
固

有
性

／
場

所
を

代
表

す
る

他
者

と
の

交
流

／
場

所
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

永
続

性
と

維
持

へ
の

要
請

／
根

拠
地

形
成

の
希

求

・
引

き
継

い
で

い
か

な
く

て
は

い
け

な
い

と
思

っ
た

の
は

な
ぜ

か
？

・
家

が
な

い
と

引
き

継
げ

な
い

の
だ

ろ
う

か
？

7
6/

24
感

・
考

今
日

は
楽

し
み

だ
っ

た
R

コ
ン

サ
ル

♡
相

変
わ

ら
ず

の
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
能

力
で

、
K

君
が

め
っ

ち
ゃ

ぎ
ゃ

く
た

い
さ

れ
て

た
の

も
名

前
だ

け
で

見
抜

い
て

た
。

す
げ

ー
。

ん
で

、
K

の
こ

と
だ

が
…

う
ー

ん
そ

れ
も

い
い

か
。

R
先

生
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

で
は

「
あ

な
た

は
医

療
・

介
ゴ

・
母

子
え

い
せ

い
な

ど
の

分
野

で
ホ

ー
ム

を
つ

く
る

人
」

ら
し

い
ふ

む
ふ

む
。（

せ
と

内
海

、
い

ば
ら

き
、

ー

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

／
ホ

ー
ム

を
つ

く
る

人
／

せ
と

内
海

／
い

ば
ら

き

他
者

か
ら

の
性

格
診

断
／

適
性

の
助

言
に

対
す

る
納

得
／

場
づ

く
り

／
候

補
地

他
者

に
よ

る
未

来
設

計
の

指
針

提
示

／
居

場
所

人
生

に
対

す
る

迷
い

／
助

言
を

求
め

る
不

安
定

性
／

居
場

所
の

形
成

に
対

す
る

意
識

・
占

い
の

よ
う

な
も

の
だ

ろ
う

か
？

・
な

ぜ
こ

の
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
よ

う
と

思
っ

た
の

だ
ろ

う
か

？

ID
08

の
日

記
に

対
す

る
SC

AT
で

の
分

析
例

表
８
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8
6/

25
感

・
考

コ
ザ

で
一

晩
LA

C
の

み
ん

な
と

の
み

。
朝

ま
で

の
む

な
ん

て
い

つ
ぶ

り
だ

ろ
う

？
と

っ
て

も
た

の
し

か
っ

た
！

！
が

夜
は

や
っ

ぱ
り

0
時

ま
で

。
0

時
を

こ
え

る
と

苦
行

に
な

る
の

で
こ

れ
か

ら
も

0
時

シ
ン

デ
レ

ラ
説

は
不

変
。

女
子

ド
ミ

ト
リ

ー
は

静
か

で
い

い
。

い
び

き
も

な
い

し
。

配
り

ょ
も

あ
っ

て
目

を
覚

ま
し

た
時

、
一

し
ゅ

ん
家

か
と

思
う

し
ゅ

ん
か

ん
が

あ
る

コ
ザ

／
LA

C
の

み
ん

な
／

た
の

し
か

っ
た

／
女

子
ド

ミ
ト

リ
ー

／
い

び
き

／
配

り
ょ

／
家

か
と

思
う

地
名

の
具

体
化

／
サ

ー
ビ

ス
を

通
じ

た
内

輪
感

の
形

成
／

建
造

環
境

の
細

分
化

／
身

体
的

刺
激

と
心

理
的

刺
激

の
緩

和
／

リ
ラ

ッ
ク

ス
の

場
と

し
て

の
「

家
」

認
識

ス
ケ

ー
ル

の
細

分
化

／
人

間
関

係
の

構
築

と
共

同
体

意
識

／
肯

定
的

な
記

憶
の

蓄
積

／
私

的
空

間
の

確
立

／
安

全
と

安
心

を
確

保
で

き
る

ホ
ー

ム

行
動

の
広

が
り

に
伴

う
地

名
意

識
の

変
化

／
共

同
体

意
識

の
高

ま
り

／
休

息
で

き
る

私
的

空
間

の
確

立
／

安
全

と
安

心
を

確
保

で
き

る
ホ

ー
ム

・
コ

ザ
は

ど
の

よ
う

な
場

所
と

し
て

意
識

さ
れ

た
の

だ
ろ

う
か

？
・

具
体

的
な

「
配

慮
」

と
は

ど
の

よ
う

な
内

容
だ

ろ
う

か
？

9
6/

25
フ

リ
ー

う
る

ま
の

ド
ミ

ト
リ

ー
の

い
い

と
こ

ろ
・

ベ
ッ

ト
で

し
っ

か
り

ス
プ

リ
ン

グ
き

い
て

る
・

お
ふ

と
ん

が
ペ

ラ
ペ

ラ
じ

ゃ
な

い
・

カ
バ

ー
が

よ
く

あ
る

白
い

布
じ

ゃ
な

い
・

し
ゃ

光
カ

ー
テ

ン
・

空
調

い
い

感
じ

　
・

天
井

が
ぬ

け
て

る

い
い

と
こ

ろ
／

ス
プ

リ
ン

グ
き

い
て

る
／

ペ
ラ

ペ
ラ

じ
ゃ

な
い

／
し

ゃ
光

カ
ー

テ
ン

／
天

井
が

ぬ
け

て
る

身
体

的
刺

激
緩

和
の

具
体

例
／

睡
眠

の
質

を
担

保
す

る
条

件
／

設
備

の
外

見
を

重
視

ホ
ー

ム
意

識
を

も
た

ら
す

要
素

の
具

体
化

／
身

体
的

刺
激

の
緩

和
／

開
放

性
と

閉
鎖

性
の

両
立

／
美

的
感

覚
の

一
致

休
息

の
場

と
し

て
の

建
造

環
境

／
開

放
性

と
閉

鎖
性

の
両

立
／

美
的

感
覚

の
合

致
／

ホ
ー

ム
意

識
の

増
幅

・
な

ぜ
天

井
が

ぬ
け

て
い

る
こ

と
を

良
い

と
表

現
し

た
の

だ
ろ

う
か

？

10
6/

26
感

・
考

今
日

は
う

る
ま

拠
点

う
る

ま
拠

点
拠

点
名

と
し

て
の

う
る

ま
ス

ケ
ー

ル
の

再
縮

小
建

造
環

境
に

与
え

ら
れ

た
呼

称
と

し
て

の
地

名

・
途

中
で

書
く

の
を

辞
め

た
記

述
を

ど
こ

ま
で

活
用

し
て

よ
い

だ
ろ

う
か

番
号

記
入

欄
テ

ク
ス

ト
〈

1〉
テ

ク
ス

ト
中

の
注

目
す

べ
き

語
句

〈
2〉

テ
ク

ス
ト

中
の

語
句

の
言

い
換

え
〈

3〉
左

を
説

明
す

る
よ

う
な

テ
ク

ス
ト

外
の

概
念

〈
4〉

テ
ー

マ
・

構
成

概
念

〈
5〉

疑
問

・
課

題

ス
ト

ー
リ

ー
・

ラ
イ

ン

ID
08

の
日

記
に

お
け

る
「

う
る

ま
」

や
「

日
ノ

出
」

は
当

初
，［

建
物

や
拠

点
を

代
表

す
る

地
名

］
で

あ
っ

た
．

拠
点

の
移

動
に

際
し

て
は

，［
仕

事
も

生
活

も
す

る
場

所
に

求
め

る
条

件
］

が
多

岐
に

わ
た

る
こ

と
か

ら
様

々
な

懸
念

事
項

が
残

っ
て

お
り

，う
る

ま
に

対
し

て
［

不
安

と
期

待
を

抱
え

た
移

動
］

と
な

っ
た

．
し

か
し

，海
の

青
さ

と
い

う
［

視
覚

情
報

に
依

存
し

た
高

揚
感

］
に

よ
っ

て
こ

の
不

安
を

克
服

す
る

．
一

方
，［

島
全

体
へ

の
限

定
的

な
印

象
］

か
ら

［
生

活
と

観
光

の
二

元
論

］
的

理
解

に
基

づ
き

［
居

住
地

に
適

さ
な

い
土

地
］

で
あ

る
と

判
断

し
て

い
た

．
拠

点
へ

の
到

着
後

，［
偶

発
的

な
社

会
活

動
へ

の
参

加
機

会
］

を
得

る
と

，［
好

感
と

不
満

感
］

の
両

方
を

抱
く

．
ま

た
，［

身
体

的
移

動
の

不
便

さ
が

も
た

ら
す

落
胆

］
に

も
見

舞
わ

れ
る

．
そ

の
後

，
沖

縄
戦

と
い

う
［

史
実

と
向

き
合

う
こ

と
に

よ
る

情
緒

的
な

揺
さ

ぶ
り

］
を

受
け

て
，［

歴
史

性
に

対
す

る
思

い
や

り
］

を
持

つ
こ

と
に

加
え

，［
場

所
を

代
表

す
る

他
者

と
の

交
流

］
を

経
て

，［
場

所
の

固
有

性
］

を
感

じ
る

よ
う

に
な

り
，［

場
所

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

の
永

続
性

と
維

持
へ

の
要

請
］

を
主

張
す

る
．

こ
れ

に
伴

っ
て

，
自

ら
の

［
根

拠
地

形
成

の
希

求
］

も
表

明
さ

れ
る

．
そ

の
背

景
に

は
，

他
者

に
［

助
言

を
求

め
る

不
安

定
性

］
に

表
出

し
て

い
る

と
お

り
，［

人
生

に
対

す
る

迷
い

］
が

あ
り

，［
居

場
所

の
形

成
に

対
す

る
意

識
］

を
強

く
有

し
て

い
る

．
滞

在
が

長
期

化
す

る
と

，［
行

動
の

広
が

り
に

伴
う

地
名

認
識

の
変

化
］

が
生

じ
る

と
同

時
に

，
滞

在
者

な
ど

に
対

す
る

［
共

同
体

意
識

の
高

ま
り

］
も

看
取

さ
れ

る
．

拠
点

に
対

し
て

は
［

休
息

の
場

と
し

て
の

建
造

環
境

］
を

評
価

す
る

よ
う

に
な

り
，［

開
放

性
と

閉
鎖

性
の

両
立

］
や

，［
美

的
感

覚
の

合
致

］
に

よ
っ

て
，［

休
息

で
き

る
私

的
空

間
の

確
立

］
が

達
成

さ
れ

，［
安

全
と

安
心

を
確

保
で

き
る

ホ
ー

ム
］

と
し

て
認

識
す

る
と

と
も

に
そ

の
［

ホ
ー

ム
意

識
の

増
幅

］
も

継
続

し
て

い
る

．
こ

の
時

，
う

る
ま

と
い

う
地

名
は

引
き

つ
づ

き
［

建
造

環
境

に
与

え
ら

れ
た

呼
称

と
し

て
の

地
名

］
と

い
う

役
割

も
有

し
て

い
る

．

理
論

記
述

・
日

記
の

中
で

地
名

は
［

建
物

や
拠

点
を

代
表

す
る

地
名

］
と

し
て

用
い

ら
れ

る
こ

と
が

多
い

．
　

・
移

動
生

活
者

は
職

住
一

体
と

な
っ

た
生

活
を

送
る

た
め

，［
仕

事
も

生
活

も
す

る
場

所
に

求
め

る
条

件
］

と
し

て
通

常
の

観
光

客
な

ど
と

は
異

な
る

多
様

な
要

素
を

気
に

掛
け

る
．

　
・

気
に

入
っ

た
拠

点
に

移
れ

ば
良

い
一

方
で

，［
不

安
と

期
待

を
抱

え
た

移
動

］
を

繰
り

返
す

こ
と

に
な

る
．

　
・

生
活

者
の

要
素

も
持

つ
一

方
で

［
生

活
と

観
光

の
二

元
論

］
は

維
持

し
て

お
り

［
視

覚
情

報
に

依
存

し
た

高
揚

感
］

な
ど

観
光

者
の

ま
な

ざ
し

に
近

い
反

応
を

示
す

こ
と

も
あ

る
．

　
・

土
地

の
［

史
実

と
向

き
合

う
こ

と
に

よ
る

情
緒

的
な

揺
さ

ぶ
り

］
の

影
響

力
は

大
き

く
，［

場
所

の
固

有
性

］
や

［
場

所
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

永
続

性
と

維
持

へ
の

要
請

］
を

意
識

す
る

よ
う

に
な

る
．

　
・［

人
生

に
対

す
る

迷
い

］
が

移
動

に
表

出
し

て
お

り
自

ら
の

［
根

拠
地

形
成

の
希

求
］

や
［

居
場

所
の

形
成

に
対

す
る

意
識

］
に

結
び

つ
い

て
い

る
．

　
・

滞
在

拠
点

に
対

し
て

は
特

に
［

休
息

の
場

と
し

て
の

建
造

環
境

］
を

重
視

し
て

お
り

，［
安

全
と

安
心

を
確

保
で

き
る

ホ
ー

ム
］

と
し

て
認

識
で

き
る

物
理

的
要

素
が

重
要

で
あ

る
．

　
・［

共
同

体
意

識
の

高
ま

り
］

も
［

ホ
ー

ム
意

識
の

増
幅

］
に

影
響

す
る

．

さ
ら

に
追

求
す

べ
き

点
・

課
題

・
移

動
後

か
ら

の
記

述
だ

け
で

は
な

く
，

よ
り

長
期

の
文

脈
を

見
て

滞
在

拠
点

に
求

め
る

条
件

や
評

価
基

準
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

．
　

・
日

記
の

書
き

手
が

用
い

る
地

名
や

施
設

に
関

す
る

表
現

を
無

批
判

に
分

析
や

解
釈

の
前

提
と

な
る

枠
組

み
と

し
て

理
解

す
る

こ
と

は
，

場
所

感
覚

の
探

求
と

い
う

根
源

的
な

研
究

の
目

的
に

照
ら

し
合

わ
せ

た
時

に
却

っ
て

視
野

を
狭

め
る

の
で

は
な

い
か

．
具

体
的

に
は

，
閉

曲
線

で
区

切
ら

れ
た

よ
う

な
場

所
概

念
を

前
提

と
し

て
し

ま
う

恐
れ

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
．

　
・

沖
縄

に
対

す
る

印
象

が
今

回
の

訪
問

だ
け

で
形

成
さ

れ
た

と
は

考
え

に
く

く
，

メ
デ

ィ
ア

な
ど

か
ら

得
る

情
報

や
過

去
の

行
動

か
ら

受
け

た
影

響
も

模
索

す
る

必
要

が
あ

る
．

　
・

家
か

と
思

う
と

い
う

表
現

だ
け

を
根

拠
に

ホ
ー

ム
概

念
と

結
び

つ
け

て
論

じ
る

こ
と

は
事

実
を

単
純

化
し

て
い

る
の

で
は

な
い

か
．

　
・

移
動

生
活

を
自

ら
希

望
し

て
い

る
一

方
で

家
が

欲
し

い
と

述
べ

る
相

反
性

を
理

解
す

る
た

め
に

ど
の

よ
う

な
追

加
調

査
や

理
論

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

か
．

ID
08

の
日

記
か

ら
筆

者
作

成
．

個
人

名
を

頭
文

字
で

表
記

す
る

な
ど

改
め

た
以

外
は

，
原

文
の

表
現

を
可

能
な

限
り

維
持

し
た

．
た

だ
し

，
入

力
で

き
な

い
絵

文
字

と
イ

ラ
ス

ト
は

省
略

や
近

い
文

字
で

代
替

し
て

い
る

．
大

谷
（

20
19

）
に

よ
れ

ば
，「

ス
ト

ー
リ

ー
・

ラ
イ

ン
」

は
，「

〈
4〉

に
書

い
た

コ
ー

ド
（

テ
ー

マ
，

構
成

概
念

）
を

す
べ

て
使

っ
て

，
一

筆
書

き
で

書
く

よ
う

に
し

て
書

く
」（

同
: 

30
8-

30
9）

も
の

で
，［

］
内

が
〈

4〉
の

コ
ー

ド
に

該
当

す
る

．
一

方
「

理
論

記
述

」
は

，「
ス

ト
ー

リ
ー

・
ラ

イ
ン

」
か

ら
ど

の
よ

う
な

知
見

が
得

ら
れ

る
か

を
考

え
，

そ
の

知
見

を
一

般
性

，
統

一
性

，
予

測
性

な
ど

を
有

す
る

記
述

形
式

で
表

記
し

た
も

の
」（

同
: 

32
4）

で
あ

る
と

さ
れ

る
．

こ
れ

ら
を

参
考

に
そ

れ
ぞ

れ
を

作
成

し
た

．
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結果，収集した日記のごく一部に対してであって

も，SCAT を利用することで，①地名の役割，②場

所の固有性に対する認識，③ホーム意識という，そ

れぞれ地理学で多くの研究蓄積がある論点を見出す

ことが出来た．

まず，地名の役割について，ID08 は当初「うるま」

を拠点や建物に対する呼称として用いていた．そし

て，「沖縄」という地域に対して，観光客に近いま

なざしを送り，観光地のイメージだけが先行し，居

住地としての選択肢から外れるという印象を抱いて

いた．しかし，滞在を続ける中で，沖縄の中でも細

分化された地名を意識的に用いるようになったり，

特に沖縄戦という史実に直面した際の情緒的な揺さ

ぶりを強く感じたことにより，観光地としての印象

以外にも歴史や生活が営まれる場として沖縄という

地名を理解するようになったりする変化が生じた．

次に，場所の固有性に対する認識も大きく変化

した．ID08 は家を持たずに移動生活を送っており，

うるまの前の滞在地である横浜日ノ出町拠点から移

動してきた．移動の当初は，仕事の場であり生活の

場でもある拠点の設備面に対して不安と期待の双方

を抱えており，関心の対象は閉じた空間に対しての

ものであった．しかし，他の滞在者，そして地域住

民との交流によって，より広域的な地域に付与され

る歴史性を認識し，その固有性を重視して場所アイ

デンティティの永続性と維持への要請を表明するま

でに変化した．その背景では，自身の人生に対する

迷いや，居場所の形成に対する意識が影響している

と考えられ，家を持ちたい，定住したいという根拠

地形成の希求に結びついている．

これに伴って，ホームに対する意識も顕在化す

る．日記で複数回言及される「家」は，上述のよう

な背景を踏まえると，物理的な家屋という意味だけ

ではなく，精神的な拠り所としての「ホーム」の意

識が強く含まれていると考えられる．休息の場とし

ての建造環境であるドミトリーの設備面で，自らの

身体的刺激を和らげられる物品がそろっていたり，

美的感覚の合致するデザインが取り入れられていた

りするという物質的な要素だけでなく，「LAC のみ

んな」という共同体意識や，「配りょもあって」の

ように，他の滞在者との距離感や関係性に対しても

安全と安心を感じることによって，ホーム意識が高

まっていると考えられる．

SCAT では，一部の記述だけを直接引用するので

はなく，全データと調査者の分析過程を一覧表とし

て提示するため，飛躍や破綻が生じていないかどう

か確認したり，他の解釈や概念の適用可能性を議論

したりするのが容易である．これは過去の日記調査

で課題とされたコード化の不明瞭さを乗り越える方

策となりうる．

また，今回は SCAT を通じて「沖縄」に対する

認識が変化していることを見出したが，テキストマ

イニングなどの量的な手法では同じ単語として扱わ

れる上，幅広い文脈の中での位置づけを考察するこ

とが難しい．個別の記述に対する抽象化を都度行い

ながら，長期にわたる文脈の中で通時的に解釈する

質的手法によって明らかにできる特有の事項がある

と改めて確認できた．

なお，大谷（2019: 306）が指摘するように，「テ

クストを既存の概念にだけ当てはめて解釈するな

ら，それは過去の研究の追認にはなっても，創造的

な質的研究にはならない」ことには自覚的でなけれ

ばならない．今回重要視した「場所」「地名」「ホー

ム」などの概念を絶対化せず，研究を進めていく必

要があるだろう．

その他，手法としての課題も明らかになった．

表 8 で扱えたのは 5 日分の日記にとどまっており，

20 名による 6 カ月分の日記を対象とした SCAT の

過程を全て提示することは現実的ではない．また，

元来 SCAT の分析対象として想定されているイン

タビュー調査の文字起こしなどと異なり，日記は長

期間にわたるとともに，語られる主題が頻繁に移り
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変わる．このようなテクスト群をどのように区切っ

て SCAT を適用すべきかは不明確である．さらに，

日記帳のスペースは限定的であるし，本調査の性質

上，協力企業の視線を意識した言及になっているな

ど，多くの制約が加わっていることも分析の前提と

して考慮しなければならない．

今後，SCATの利点を生かしつつ，より日記の分析

に適した形になるように，分析手法を改善していく

余地は大きい．また，日記に表出したテクストに依

存せず，疑問点があればインタビュー調査で補足し

たり，他の媒体での記述を参考にしたりすることで

情報源を多角化することも有効であると考えられる．

Ⅴ 　 お わ り に

本稿では，国内・海外における日記を用いた地理学

の先行研究をレビューするとともに，教科書的な著作

における解説を紹介したうえで，実際に調査を設計し

実践・分析するまでの詳細な経緯を述べ，調査結果の

一部を示しながら利点と課題について検討した．

日記調査は人文学や社会科学全般で利用が広

まっており，デバイスの発達によってさまざまな手

法の可能性が展開されている．中でも，研究者が日

記の内容について一定の指示や誘導を与えて参加者

に記入してもらう応答型日記（solicited diary）は，

一定期間を経時的に，かつ記憶よりも正確に事象を

記録できるとか，一人の調査者が複数の対象を同時

に追跡できるといった日記一般の利点に加え，調査

者の関心を参加者が意識し，経験や感情を内省的に

記述するという利点もある．したがって，調査自体

が参加者の変容を促したり，社会的な地位に影響し

たりするといった側面からも注目を集めている．そ

のため，特に英語圏の地理学において，フェミニス

ト地理学や地理教育に焦点を当てた研究で利用され

ている．

しかし，日本の地理学においては，史料として

の日記の利用が中心であり，応答型日記を用いた研

究も詳細な活動記録を集めることに主眼を置いてい

て，記述の質的な側面についての研究は不十分で

あった．

応答型日記の中でも自由記述を中心とする場合，

調査者と参加者の双方に大きな負担が加わるだけで

なく，記述の内容に個人差が大きく生じる．したがっ

て，調査の実施可能性が低いだけでなく，分析や解釈

が難しいという課題があった．これらが日記調査の

利用が普及しない障壁となっていると考えられる．

以上のようなレビューを踏まえて，日本で近年

注目を集めている移動生活について，実践する人々

の場所感覚に焦点を当てて研究する場合，個人の実

践や感情に迫るために自由記述を中心とする応答型

日記を導入し，定性的にデータを分析することが有

用であると判断した．設計の際には，手法に関する

規範的な著作や，方法論的な厳密性についての批判，

経験的な先行研究を参考にしたことによって，6 カ

月という長期にわたる調査を実現した．

実際に収集された日記の定性的データに対する

分析と解釈では，過去に指摘されてきた明示的な分

析手法の不在を克服するため，SCAT を試用した．

一部のデータを用いた例を通じて，時系列を追って

記録された個別のテクストから抽象的な概念を見出

すことと，各テクスト間の関係性を意識した理論記

述を相互参照的に行うことで，自由度の高い日記か

ら地理学的な含意を多く見出すことができた．また，

その過程を明示的に示せることも大きな意義として

確認された．これらを両立することは，特に日本で

行われてきた定量的な分析では実現できなかった点

であり，本研究の新規性を示している．

一方，今後の本格的な分析に向けては，日記と

いう情報源に固有の特徴に合わせて，さらなる改善

が必要であることも明らかになった．最大の課題は，

データの収集期間とテクストの長さが SCAT の対

象として想定されたインタビュー記録に比して長大

であるとともに一貫性が弱いため，ストーリー・ラ
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インの適切な構築と適切な提示が難しいことであ

る．分析手法の精緻化を進めるとともに，コード化

をより創発的に行うための地理学内外を問わない知

識の渉猟も重要である．

以上，本稿では，質的な研究における応答型日記の

利用についてまとめ，可能性と課題を明らかにした．

今後の日本における地理学，特に人文地理学の射程を

広げ，質的な研究の選択肢と可能性を拡大していく嚆

矢となることが，本稿の学術的な貢献である．

本稿の作成にあたり，LivingAnywhere Commons 事務局

の皆さまには，調査への全面的な協力を頂きました．そし

て新しい働き方Lab 指定企画ご参加の皆さまには，日々

日記をつけるという多大なるご助力をいただきました．

また，東京大学人文地理学教室の先生方・院生諸氏から

は，さまざまな御指導と御助言をいただきました．末筆で

はありますが，本稿に関わったすべての皆様に感謝の意

を申し上げます．なお，本研究はJST 次世代研究者挑戦的

研究プログラム JPMJSP2108 の支援を受けています．

注

1） 通常の住まい以外にも生活拠点を有し，日常的に移動

しながら生活する暮らし方に対する呼称は多岐にわたり，

政策との関係では「マルチハビテーション」が全国総合

開発計画で用いられたほか，都市部と地方部の往復を前

提に国土交通省が推進してきた「二地域居住」も主要な

概念である．一方，「アドレスホッパー」は 2019 年に日

本で一個人が提唱したもので，拠点の所有を問わず，移

動を中心に生活する様式全般を指すとされる．そのほか，

学術研究では「多拠点生活」を表題に含む研究が複数存

在し，主要なインターネット検索エンジンでのヒット件

数も多拠点生活という語が最多である．しかし，いずれ

の語にも明確な定義は存在せず，生活拠点を単一に限定

せず日常的に移動して生活していることのみが共通して

いる．そこで，本研究では，移動という共通性に焦点を

絞り，一貫して「移動生活」と称する．

2）日本では管見の限り定訳が存在しないため，以降本稿

では「応答型日記」と訳す．

3）これは，「歴史的事実を透明に伝えるものとしてではな

く，その表象作用に対して意識的な研究を取り上げる」（成

瀬ほか 2007: 572）という方針の影響により，歴史地理

学で史実を描写するものとして日記を分析したり，自然

地理学で当時の自然現象の復元する手がかりとして日記

を分析したりする研究が言語資料の分析に含まれなかっ

たことが影響していると考えられる．

4）このほかにも，Eidse and Turner（2014）と Filep et 

al.（2015）が応答型日記を利用しているが，両論文は

Filep et al.（2017）の著者による研究であり，同論文内

でも引用されているため除外する．

5） 2022 年 12 月 1 日からは，オリジナル拠点は無制限で，

パートナー拠点は月 9 泊までの利用が可能な Standard

プラン（月額 39,600 円（税込））と，全拠点無制限で利

用できる Premium プラン（月額 94,600 円（税込））に

再編されることが発表された．一方，1 泊単位の利用に

ついては 5,500 円に引き下げられる．
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A Note on Diary Research in Geography:
Design and Practice of a Research on Mobile Dwellers’ Sense of Place

SUMIYOSHI Kodai (Graduate Student of The Univ. of Tokyo)

This paper reviews the use of diaries in geographical studies and details the process from design to the analysis of the 
ongoing diaries-based study conducted by the author. Additionally, it discusses challenges and potential of diary methods, 
especially in regard to “solicited diaries.”

Through a review of previous studies, it can be concluded that there are four advantages of the diary method. First, it 
can capture habitual behaviors that tend to be overlooked by respondents. Second, it makes it possible for researchers to 
simultaneously track multiple people and locations. Third, it enables the keeping of continuous records in a way that ensures 
accuracy, as opposed to relying on statements based on memory, which are often collected through in-depth interviews. 
Fourth, solicited diaries, in which researchers encourage participants to write about certain themes, are better suited for 
exploring individual thoughts and feelings. Respondents themselves share some of the researchers’ interests, while focusing on 
and recording their personal thoughts in a self-reflective manner.

Recently, while studies utilizing these advantages have been flourishing in geography, in Japanese geography, the use of 
diaries has been limited to historical geography or physical geography, which analyze diaries as already written, historical 
records. This can be attributed in most part to research that is less feasible due to the heavy burden on respondents, the great 
diversity of entries, and the lack of there being an appropriate methodology established for analyzing the collected qualitative 
data.

In the study by the author, it was possible to collect diaries by working with companies to provide incentives and by forming 
rapports with respondents through various means. However, collected entries showed differences in expression among 
respondents and many changes over time, and this created difficulties in terms of analysis and interpretation. Therefore, in 
order to clarify the process of qualitative analysis, which had been ambiguous in previous studies, Steps for Coding And 
Theorization (SCAT) was used. This made it easier to explicitly indicate the reasons for focusing on particular words and 
phrases in the diary and to consider the theoretical background. However, it also revealed a challenge: the themes of the 
diaries were changing daily, making it difficult to put them into a consistent context. In the future, a study should be developed 
to exploit the strengths of diaries by further refining the procedure of analysis and supplementing the data itself with other 
information sources, such as interviews.

Key words : diary, solicited diaries, qualitative method, sense of place, multi-habitation
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